
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
１ ２ ３ ４ ５ ６
健康相談
９:30 ～ 10:30
（受付）　泗支所

３・４カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　七多セ

１歳６カ月児健診
13:30～14:00
（受付）　旭憩家

６・７カ月児健診
13:30～14:00
（受付）　泗支所

３・４カ月児健診
13:10～13:30
（受付）　西部セ

７ ８ ９ 10 11 12 13
育児相談
９:30 ～10:30
（受付）　西部セ
健康相談
９:30 ～10:30
（受付）　菊中公
献血
９:30 ～11:30/
12:30 ～16:00　
泗支所

ポリオ予防接種　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館
社会保険出張相談
所開設
10:00 ～15:00
菊中公

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所
すくすくクラブ
（時計作り）
10:30 ～　児童セ

３歳児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

６・７カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

14 15 16 17 18 19 20
健康相談
９:30 ～10:30
（受付）　旭支所

弁護士相談
９:00 ～12:00
（要予約）
行政相談
10:00 ～12:00
菊中公

３歳児健診
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ
すくすくクラブ
（歯の健康について）
10:30 ～　児童セ

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30　
菊中公

21 22 23 24 25 26 27
健康相談
９:30 ～10:30
（受付）　七多セ

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

育児教室
９:30 ～10:00
（受付）　西部セ

弁護士相談
９:00 ～12:00
（要予約）　泗福セ
３歳児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

28 29 30 7/1 7/2 7/3 7/4
２歳児歯科健診　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館

６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　泗支所

七城岩瀬・前川地区の前川公園周辺で乱舞する
ゲンジボタルです。
暗闇に漂う淡い光が、たくさんの見物客の目を
楽しませてくれました。
                                          （５月８日午後８時撮影）
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農地などの相談は、
私たち農業委員へ

人権擁護委員制度を
ご存じですか

かみしめる　生きる喜び　歯とともに
（健康だより）

ヘルスアップ教室
参加者募集

労働問題解決の手引き

夏はもうすぐ！
市内プールがオープンします
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６月の行事予定
菊文館 菊池市文化会館
菊中公 菊池市中央公民館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ 菊池公園多目的グラウンド

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公 七城公民館
七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公 旭志公民館
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館
泗　ホ 泗水ホール
泗福セ 泗水地域福祉センター

６月の行事予定

平成21年６月号４月末の人の動き
発行・編集

印刷

菊池市企画振興課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL0968(25)7250
FAX0968(25)5720
ホームページ  http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール  mayor@city.kikuchi.lg.jp
行政メール  kouhou@city.kikuchi.lg.jp

（対前月比）

■人口：52,085人     （23）

　男性：24,949人    （ー4）

　女性：27,136人     （27）

　世帯：17,812世帯  （36）

　

表
紙
の
ホ
タ
ル
を
撮
る
た
め

に
、
七
城
の
前
川
水
源
へ
出
か
け

た
。

　

橋
の
上
か
ら
カ
メ
ラ
を
向

け
て
、
さ
て
撮
ろ
う
と
す
る

と
・
・
・
ホ
タ
ル
が
飛
ば
な
い
。

飛
び
疲
れ
た
の
か
、
葉
陰
に
入
っ

て
し
ま
う
。
仕
方
が
な
い
の
で
、

反
対
側
を
撮
影
し
よ
う
と
カ
メ
ラ

を
移
動
さ
せ
る
。

　

途
端
に
、
背
後
で
ホ
タ
ル
が
舞

い
始
め
た
。
恥
ず
か
し
が
り
屋
な

の
か
、
私
が
嫌
わ
れ
た
の
か
。
飛

び
交
う
ホ
タ
ル
に
問
い
か
け
て

も
、
相
手
探
し
に
忙
し
く
、
相
手

に
は
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

株式会社西川印刷

菊池市役所は、環境管理の国際規格「ＩＳＯ14001」を認証取得しています                    　　 （再生紙使用）

編
集
後
記

編
集
後
記



担当地区
戸田島
七城田中
本村
加恵

担当地区
川上
川下
出分
川辺南

担当地区
富・富出分
泗水田中
富の原西
富の原東
富の原北
朝日団地・村吉
富の原中央
富の原台
富の原一
北原団地

担当地区
広瀬
木柑子
植古閑
花房台

担当地区
久米一・久米二・三万田・
高江出分・竹の下

担当地区
永
永南
永出分
富納
桜山一
二・三
四・五
六・七
八・九

担当地区
藤田
上木庭
下木庭

担当地区
片角
亘
築地
高の瀬
西正観寺
東正観寺

担当地区
上西寺
中西寺
辻
下西寺
南古閑
北古閑
野間口
東原

担当地区
湯舟
南桜ヶ水
北桜ヶ水

担当地区
辺田
荒牧
高田
台
瀬戸口

27

担当地区
甲佐町
新古閑
清水
宮園
菰入
間所

担当地区
高柳
小原

担当地区
上住吉
南住吉
北住吉
飛熊

担当地区
古川
立門
戸城
永山
伊野
木護
柏
鉾の甲
杉生

担当地区
津留
妻越
大迫

担当地区
神鶴
菊池松島
日向
柿木平
中原

担当地区
新村
十三部
（林原）

担当地区
菊池佐野
原細永
鍋倉
日生野
伊牟田
下組
岩平
塚原
長六

担当地区
泗水平野
糠泉
井戸方
泗水佐野

担当地区
山崎
上水次
下水次
岡田
流川

担当地区
伊坂
高永

担当地区
伊萩
岩本

担当地区
田島一
岡
田島二
猪の目

担当地区
西迫間
東迫間
七坪
市野瀬
中野瀬
太田
戸豊水
大柿
菊池平野

担当地区
上出田
下出田

担当地区
上赤星
下赤星
今
甲森北
乙森北
上古閑

担当地区
袈裟尾
玉祥寺
遊蛇口
堀切
稗方
隈府

担当地区
岩瀬
前川
板井
梶迫
林原
元村

宮本政信 川口荘一 村上保夫 渡邉新一郎

田代喜司雄

清水雄二

増田和典1 米村靖範

5 東　一眞

9 10

1413

11

15

12

16

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 28 29

30 31 32 33

34

36

35

37

2 丸山利明

6 関口照雄

3 打出敬介

7 磧上博秋

4 冨田公喜

8 田中陽一 坂嵜日出夫

永田孝子

工藤清子隈部重次

渡辺俊博

中村鹿之

工藤公男

中村幸弘

鶴　總子

磯田節子西口彰二

三池秀幸

糸岡義博

中島　秀

水元征雄

原　誠一

志水幸市郎

松岡一夫

平山廣伸

田代栄助

宮﨑光正

担当地区
平
小川
姫井
楠原
九の峯

担当地区
片川瀬
尾足

担当地区
田吹
福本一
高江
上高江
福本二
薬師

担当地区
寺小野
染土
長野
雪野
龍門１
穴川
小木
鳳来

担当地区
五海
西郷
羽根木
蟹穴

担当地区
茂藤里
篠倉
伊倉
道園
金峰
生味
木佐木
滝黒仁田

担当地区
村田
上長田
下長田
大塚
深川
神来
大琳寺
北宮

担当地区
新村
打越
内島
小野崎
七城松島
上橋田
下橋田
大尺

農地などの相談は、私たち農業委員へ農地などの相談は、私たち農業委員へ
会長あいさつ

　菊池市農業委員会は、選挙委員30人、
選任委員７人の計37人で、次のことを目
標に活動しています。
●認定農業者など農業担い手の育成と後
継者の育成を図る。
●「水田経営所得安定対策事業」「中山間
地域等直接支払交付金事業」、「農地・水・
環境保全向上対策事業」に対応し農業所
得の拡大と農作業の効率化を図るため農
地の利用集積を推進する。

●農地パトロールにより耕作放棄地、遊休
農地を把握し、耕作可能地については、あっ
せん等により担い手への集積を図る。
●無断転用の防止と指導是正を図る。
●女性農業者、新規就農者、農地の転用な
どに関する相談業務を拡充する。
●農業者年金の加入推進を図る。
　これからも農業委員、職員一丸となっ
て菊池市農業の振興および発展に努めて
いきますのでよろしくお願いします。

　農地の売買や転用、その他、農地に関することでお困りの人は、農業委員または農業委員
会へご相談ください。
　各農業委員は次のとおりです。担当区域などを参考にしてください。
　氏名前の番号は議席番号です。（敬称略）

問い合わせ先
農業委員会、各総合支所農業委員会分室

会長　井本洋一
（議席番号　 　）

菊池市の標準小作料菊池市の標準小作料
平成21年3月現在

農地の区分
小作料の
標準額

（10ａ当たり）
備考

田

平地農業地域 25,000 円 水稲

未ほじょう
整備田は、
10％の範囲
で減額可

中間農業地域 20,000 円

山間農業地域 15,000 円

畑 全　域 10,000 円

飼料作物
（トウモロコシ・

イタリアン）

未ほじょう整備
田は、10％の
範囲で減額可

※ 契約の際は、農地の生産状況（面積、形状、日照、通
風など）を考慮して小作料を決定してください。
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　菊池市教育委員会は、昨年６月 19日付けで、菊

池市学校規模適正化審議会に「菊池市立小中学校の

学校規模および通学区域の適正化について」諮問を

しました。

　その後、審議会で慎重な審議が重ねられた結果、

４月 20日に審議会の明石会長から久川寛實教育委

員長に答申書が提出されました。

　昭和23年に政令に基づいて人権擁護委員制度が設けられ、翌24年６月１日に人権擁護委員法が施
行されました。これにより、地域住民の中にあって国民の基本的人権を擁護する機関である「人権擁護
委員制度」が誕生しました。
　人権は、人が人として幸福な人生を送る上で最も大切な権利です。自分だけでなく、すべての人の人
権が尊重されなければなりません。
　人々がお互いに人権を守ることによって明るい社会をつくることが、私たちの願いです。
　現在、菊池市には市長から推薦されて、法務大臣が委嘱した14人の人権擁護委員が活動しています。

問い合わせ先
・人権啓発課
・七城総合支所
　総務振興課
・旭志総合支所
　総務振興課
・泗水総合支所
　総務振興課

答申書を提出する明石会長（右）と久川教育委員長（左）

菊池市学校規模
適正化審議会から
答申書提出

　菊池市学校規模適正化審議会とは、菊池市教育委員会からの諮問事項について、調査・審議するため

設置された諮問機関です。

　審議会委員は、学識経験者や区長会代表、菊池市ＰＴＡ協議会代表など20人で組織されています。

　審議会からの答申内容として、「複式学級を有する過小規模校の解消を最優先とすること」を基本とし、

市立小学校14校のうち、「水源小学校、迫水小学校、龍門小学校」の３校を「菊池北小学校」に、また「河

原小学校」を「隈府小学校」に編入するよう求めています。

　市立中学校の５校については「現時点で過小規模校がない」ために審議されませんでした。

　また、要望として「答申内容の早急な実施」「地域コミュニティーの枠組みを尊重する」「保護者、地

域住民と十分話し合い、行政の説明責任を果たす」なども加えられています。

　教育委員会としては、菊池市学校規模適正化審議会の答申内容を尊重しながら、市役所内の協議体制

を整え、学校規模適正化基本計画の素案を作成します。

　そして、市民の皆さんに対し素案の周知を図るとともに、保護者・地域住民などへの説明会を開催し

て理解と協力を得ながら、基本計画の正式決定へ向け取り組んでいきます。

　今後とも地域において、児童・生徒の減少が続くことが予想される中で、「将来の菊池市を担う子ど

もたちのため、良好な教育環境を整え、教育効果の向上を図るにあたり、適正な学校規模をどうしたら

よいのか」、これから市民の皆さんと一緒に考えたいと思いますので、ご協力をお願いします。

菊池市学校規模適正化審議会とは

審議会からの答申と要望

教育委員会の取り組み

人権擁護委員制度をご存じですか 人権擁護委員制度をご存じですか 

人権擁護委員はいつでもあなたの相談に応じてくれます。人権擁護委員はいつでもあなたの相談に応じてくれます。

～６月１日は「人権擁護委員法」が施行された日です～

菊池

七城 旭志

泗水

星野彰子
赤星1093

☎（25）3792

緒方宣治
七城町蘇崎163-1
☎（26）3135

吉井紘正
泗水町永3376
☎（38）3085

岩崎義郎
木柑子439

☎（24）3178

佐々龍一
七城町新古閑539
☎（24）3610

三浦京子
泗水町吉富1932-1
☎（38）4362

高山和子
豊間197-1

☎（24）1465

泉　喜美代
七城町水次1395
☎（24）3356

野村賢一
泗水町田島1924
☎（38）3212

谷　民夫
四町分3430
☎（27）0224

松永とし子
旭志新明2244-3
☎（37）2086

水上明孝
旭志弁利1935-7
☎（37）3035

城　眞千代
袈裟尾1063
☎（24）0630

工藤鐵雄
旭志麓2525
☎（37）2874
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　４月６日から15日まで行われた「春の全国交通
安全運動」期間中、各団体でさまざまな啓発運動が
行われました。その中で 4月 10日を、「県下一斉
アピール日」および「交通事故死ゼロを目指す日」
と位置付け、菊池市内の各地で、街頭キャンペーン
が行われました。
　七城地区では、ＪＡ菊池七城中央支所前で交通安
全協会・交通指導員・交通安全母の会などから 18
名が参加し、「交通安全をお願いします」と声をか
けながら、交通安全を啓発するチラシなどを配布し、
市民へ周知を図りました。

　タクシー運転手に、腕章を付けてもらうことで、
立ち寄るコンビニなどでの犯罪被害の防止を図る
「菊池タクシー安全安心デリバリー」活動の出発式
が、菊池警察署でありました。
　式には、菊池市内のタクシー会社５社の運転手や
コンビニの代表者ら20人が出席しました。
　菊池警察署の吉長立志署長が「新たなパトカーを
得た気持ちです。普段からこの腕章をつけて、防犯
活動をお願いします」とあいさつし、緑色の腕章
65枚をタクシー会社の代表者へ手渡しました。
　腕章を受け取ったタクシー運転手たちは、さっそ
く腕章を腕につけ、安全安心を送るため出発してい
きました。

　菊池川漁協（緒方　奨組合長）が、竜門ダム湖畔
の上流（鳳来地区）に、約 700万粒のワカサギの
卵が入ったふ化箱を設置しました。３年ぶりとなる
今回、長野県の諏訪湖漁協から卵を取り寄せ放卵し、
卵からふ化した稚魚が元気よく泳いでいます。
　しかし、外来魚であるブラックバスが大量に発生
し、ワカサギの卵や成長期の稚魚を食べてしまうた
め、同漁協ではブラックバスの退治に力を入れてい
くそうです。設置した同漁協職員は「ブラックバス
の放流は違法で、罰則もあります。最近、ブラック
バスを専門に釣る人が増えていますが、釣ったブ
ラックバスは川に戻さないで一匹でも持ち帰ってほ
しいですね。また、今後も、ワカサギの成長を見守っ
てほしいです」と話していました。

　菊池川・迫間川に生後 69日の鮎約 100,300 匹
（480 ｋｇ）が放流されました。この鮎の放流は、
魚種保護のための増殖事業として、菊池川漁協（緒
方　奨組合長）が毎年行っているものです。
　この鮎は、今後上流へと遡上し、夏になると餌場
確保のため一定の縄張りをつくり成魚へと成長して
いきます。

　熊本県庁で、福村市長、津村菊池菓子工業組合長
など10人が蒲島知事を表敬訪問し、菊池菓子工業
組合加盟の９店舗で作るお菓子を詰め合わせた「菊
池徒然」を進呈しました。
　「菊池徒然」を受け取った蒲島知事は「私も菊池
のお菓子は知っており、少年時代に菊池のお菓子を
食べた記憶がある」と話されました。
　また、今回はPR効果を高めるために、菊池観
光大使の「劇団に ゃ゙あ」も同行し、お菓子を題材
にした得意の寸劇を披露しました。蒲島知事を笑い
に誘いながらもしっかり「菊池徒然」をPRした
団員たちに、蒲島知事からは「自分も青年団時代に
演劇の体験があるが、「劇団に ゃ゙あ」がはるかに上
手かった」とお墨付きもあり、会場は和やかな雰囲
気に包まれていました。

　菊池市小学生ソフトボール大会が、熊本ヤクルト（株）協力の
もと、菊池市多目的広場、七城総合グラウンドで開催され、男子
17チーム、女子10チームが熱戦を繰り広げました。
　上位の結果は次のとおりです。（敬称略）
男子Ａパートの部
優　勝　戸崎ホークス
準優勝　菊小ファイターズ
第３位　遊豊男子、泗水西田島オーシャンズ
男子Ｂパートの部
優　勝　旭ヶ丘
準優勝　龍門ドラゴンズ
第３位　袈裟尾男子、菊小ホークス
女子パートの部
優　勝　花房小Ａ
準優勝　河原小女子チーム
第３位　菊小マリナーズ、戸崎小

　４月 23日～５月 12日の「こどもの読書週間」
に合せて、泗水図書館で子ども読書フェスティバル
が開かれました。
　リサイクル本の無料配布や、読み聞かせグループ
による「おはなしのリレー」があり、昔話の語りや
紙芝居、手袋を使った人形劇、大型絵本などが次々
と発表され、多くの家族連れで賑わいました。期間
中、館内では子どもたちが作ったお話の小道具「手
袋人形ギャラリー」や布絵本の展示、地域や学校で
本の楽しさを伝える活動をしているグループを紹介
したパネル展示などがありました。

T O P I C S

交通安全の呼びかけをしながらチラシを配る参加者

腕章をつけ出発するタクシー運転手

菊池川漁協によるふ化箱の設置

菊池川に鮎を放流する関係者

蒲島知事（中央）と訪問団のメンバー

男子Ａパートの部優勝　戸崎ホークス

男子Ｂパートの部優勝　旭ヶ丘

女子パートの部優勝　花房小Ａ

各グループの活動を紹介した
パネル

読み聞かせをする
メンバーと絵本に見入る子どもたち

安全運転を呼びかけました！

腕章つけてタクシー運転手が防犯活動

ワカサギのふ化箱設置

菊池川に鮎の放流

菊池のお菓子を知事へＰＲ

第４回菊池市小学生ソフトボール大会

子ども読書フェスティバル

４月10日（金）

４月28日（火）

３月29日（日）

４月15日（水）

４月24日（金）

４月26日（日）

４月29日（祝）
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　国営公園化を目指している国指定史跡・鞠智城跡
を、国土交通省の金子恭之副大臣などが視察しまし
た。
　史跡を一望できる「灰塚」で、鞠智城の歴史的意
義などの説明を受けた後、温故創生館で村田信一副
知事から国交省あての要望書を受け取りました。要
望書は、昨年秋の青銅製百済菩薩立像の出土により、
鞠智城跡の学術的価値が高まったことや、国営公園
化を求めるもので、県期成会の古閑三博常任理事が
「国営公園化を速やかに進めてほしい」と訴えると、
副大臣は「やるべきことを一歩一歩、前に進めたい」
と話されました。

　「人権の花」運動種子交付式が菊池北小学校（吉良智恵美
校長）であり、全校生徒が参加しました。
　これは、くまもと県北人権啓発活動地域ネットワーク協議
会が毎年行っているもので、子どもたちが互いに協力しなが
ら花を育てることで、命の大切さや相手に対する思いやりの
心を育み、人権への理解を深めることを目的としています。
　体育館で行われた交付式では、イメージキャラクターの人
KENまもる君が突然登場し、児童たちが歓声を上げる一幕
もありました。そして、花の種子やプランターなどが各学年
の代表児童へ手渡されると、児童の代表が「大事に育ててい
きます。この花のように元気に過ごします」とお礼の言葉を
言いました。
　11月には、児童が育てた花から種をとり、紙ふうせんに
付けて飛ばします。

　菊池市内の中学校５校で、それぞれ体育大会がありまし
た。
　七城中学校（宮川伊十校長）では、青・白団に分かれた
全校生徒164人が参加して競技が行われました。
　開会式では、宮川校長が「今日はたくさんの人に来てい
ただきました。七城中は、地域によって支えられています。
今輝かなくていつ輝く。今日は大いに頑張ってください」
とあいさつ。生徒の代表が「日ごろの練習の成果を十分発
揮し、青団・白団、精一杯戦うことを誓います」と力強く
選手宣誓して、生徒たちは元気いっぱい各競技に臨みまし
た。
　雨が心配される中行われた 100ｍ走やリレー、体育館
で行われたダンスや騎馬戦などに精一杯取り組む子どもた
ちの姿に、保護者などからは盛んな声援が送られました。

T O P I C S

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
加
入
中
の
人
へ

次
の
内
容
を
記
載
し
た「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
送
付
し
ま
す
。

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、
納
付
済
月

数
な
ど
）

②
50
歳
未
満
の
人
…
加
入
実
績
に
応
じ
た
年

金
見
込
額

　

50
歳
以
上
の
人
…
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

作
成
時
点
の
加
入
制
度
に
、
引
き
続
き
加
入

し
た
場
合
の
将
来
の
年
金
見
込
額

※
既
に
年
金
受
給
中（
全
額
停
止
中
も
含
む
）

の
人
に
は
年
金
見
込
額
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

③
保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者
負
担
分
累

計
）

④
年
金
加
入
履
歴

⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎
の
標

準
報
酬
月
額
・
賞
与
額
、
保
険
料
納
付
額

※
標
準
報
酬
月
額
と
は
、
事
業
主
か
ら
労
働

の
対
償
と
し
て
受
け
る
通
貨
・
現
物
を
問
わ

な
い
、
す
べ
て
の
も
の
を
言
い
ま
す
。
例
え

ば
給
料
の
ほ
か
、
超
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

通
勤
手
当
な
ど
で
、
所
得
税
、
住
民
税
を
控

除
さ
れ
る
前
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎
の
保

険
料
納
付
状
況
（
納
付
、
未
納
、
免
除
な
ど

の
別
）（
22
年
度
以
降
は
、
①
〜
③
に
つ
い

て
更
新
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
⑤
、

⑥
に
つ
い
て
は
直
近
一
年
分
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
35
歳
、
45
歳
、
58
歳
の
人
に
対
し
て

は
平
成
21
年
度
と
同
じ
内
容
を
更
新
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。）

　

内
容
を
確
認
し
て
、
も
れ
や
誤
り
が
あ
る

毎
年
誕
生
月
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
き
ま
す

　「ねんきん定期便」について分からないこと
などがあれば、「ねんきん定期便専用ダイヤル」
へお問い合わせください。
受　付　毎週月～金　　午前９時～午後８時
　　　　第２土曜日　　午前９時～午後５時
問い合わせ先　
　ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０（０５８）５５５
　一部の IP電話およびPHS
　☎０３（６７００）１１４４

分からないことや疑問な点があれば
『ねんきん定期便専用ダイヤル』へ！

　保険料の免除や若年者納付猶予、学生納付特例
を受けた期間は、10年前までさかのぼって納める
こと（追納）ができます。免除などの承認を受けた
期間は、保険料を全額納付したときに比べ、受け
取る年金額が少なくなるため、年金額を満額に近
づけるためにも生活に余裕ができたときは納め
るようにしましょう。

　なお、保険料の免除や若年者納付猶予、学生納
付特例を受けた年度から起算して3年度目以降に
保険料を追納する場合には、承認を受けた当時の
保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せさ
れます。平成21年度に追納する場合の金額は次の
とおりです。

市民課市民年金係、各総合支所市民係問い合わせ先

国民年金
情報 保険料の

追納をしませんか？

承認を受けた
月の年度

追納額（１カ月分） 承認を受けた
月の年度

追納額（１カ月分）

全額免除 半額免除 全額免除 半額免除 ４分の１免除 ４分の３免除

平成 11年度 １６，１９０円 - 平成 16年度 １３，９８０円 ６，９９０円 - -

平成12年度 １５，５６０円 - 平成 17年度 １４，０１０円 ７，０１０円 - -

平成13年度 １４，９６０円 - 平成 18年度 １４，０７０円 ７，０３０円 ３，５１０円 １０，５５０円

平成 14年度 １４，３９０円 ７，２００円 平成 19年度 １４，１００円 ７，０５０円 ３，５２０円 １０，５７０円

平成 15年度 １４，１８０円 ７，０９０円 平成 20年度 １４，４１０円 ７，２１０円 ３，６００円 １０，８１０円

場
合
は
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」
に
記
入
し
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
も
れ
や
誤
り
が
な
い

場
合
は
、
回
答
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、水
色
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

が
同
封
さ
れ
て
い
る
人
（
58
歳
に
な
る
人
、「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
に
回
答
い
た
だ
い
て
い
な

い
人
な
ど
）
は
も
れ
や
誤
り
が
な
い
場
合
も
、

必
ず
回
答
く
だ
さ
い
。

※
既
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
な
ど
で
訂
正

の
申
し
出
を
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
新

た
に
申
し
出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
で
申
し
出
た
期
間
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
調
査
・
確

認
を
し
て
、
調
査
結
果
を
送
付
し
ま
す
。

視察に訪れた金子副大臣（中央）

山鹿人権擁護委員協議会の岩崎義郎会長（右）からプランター
の交付を受ける児童（左）

男子1,500ｍ走

国土交通省金子副大臣らが鞠智城を視察

「人権の花」運動種子交付式

市内５中学校で体育大会

４月24日（金）

５月７日（木）

５月17日（日）
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　４月９日（木）に旭志会場で、４月15日（水）
に泗水会場で、４月24日（金）に菊池会場で３歳
児健診がありました。歯科検診の結果、むし歯が
なかった子どもさんを紹介します。（敬称略）

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがとても重要です。これか
らも「甘いものを控えること」、「歯みがきをすること」、「歯を強くすること」、「定
期健診を受けること」を心がけ、むし歯ゼロで頑張りましょう。今回むし歯があっ
たお子さんは、なるべく早く歯科医院を受診しましょう。

「
む
し
歯
」
も
「
歯
周
病
」
も
予
防
は

ま
ず
は
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
!!

　

プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、

磨
き
残
し
が
な
い
よ
う
に
、
き
れ
い

に
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
を
取
る
こ
と

で
す
。

　

歯
垢
は
細
菌
の
塊
で
す
。
歯
科
医

や
歯
科
衛
生
士
に
、
自
分
に
合
っ
た

歯
の
磨
き
方
を
習
い
、
意
識
し
て
歯

み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
牙
酸
蝕
症
・
・
・
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
「
歯
牙
酸
蝕
症
」
と
は
む
し
歯
と

異
な
り
、
細
菌
の
存
在
と
は
無
関

係
に
、
エ
ナ
メ
ル
質
や
象
牙
質
が

酸
に
よ
っ
て
溶
か
さ
れ
る
症
状
の

こ
と
で
、
最
近
増
加
し
て
い
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
は
、
酸
を
扱
う
工
場
に
勤

務
し
て
い
る
人
が
主
で
し
た
が
、

最
近
は
酸
性
の
飲
食
物
に
よ
り
大

切
な
歯
を
失
う
人
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

酸
性
の
強
い
飲
み
物
、
酢
・
炭

酸
飲
料
・
柑
橘
系
の
ジ
ュ
ー
ス
・

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
は
、
取
り
過

ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
日
常
生
活
で
使
用
す

る
調
味
料
と
し
て
の
お
酢
は
、
食

事
中
に
分
泌
さ
れ
る
唾
液
に
よ
っ

て
中
和
さ
れ
て
い
る
の
で
、
問
題

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

かみしめる 生きる喜び 歯とともに

健康だより

問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　６月４日（木）～10日（水）は、歯の衛生週間と言い、６月４日は、む
し歯予防デーです。
　今年は『かみしめる　生きる喜び　歯とともに』をテーマに、各地で歯
科健診や各種のイベントが行われます。
　皆さんは、「8020（ハチマルニイマル）」を知っていますか？80歳になっ
ても自分の歯を20本以上保とうという意味です。人の永久歯は28本～
32本ありますが、高齢になっても20本以上の歯を保つことで何でもよ
く噛むことができ、健康な身体を維持していくことにつながります。
　歯を失う原因の約90％が「むし歯」と「歯周病」です。
　むし歯と歯周病を予防・治療して8020に近づくようにしましょう。

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

菊池会場泗水会場旭志会場

健康だより

「
む
し
歯
」と
は

　

む
し
歯
は
次
の
３
つ
が
主
な
原

因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
む
し
歯
菌

　

②
甘
い
飲
食
物

　

③
歯
の
質

　

こ
の
３
つ
の
条
件
が
重
な
り

合
っ
て
酸
が
で
き
、
歯
が
溶
け
る

病
気
が
む
し
歯
で
す
。

　

む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は
歯
み

が
き
で
む
し
歯
菌
を
取
り
除
き
、

甘
い
も
の
を
控
え
、
フ
ッ
化
物
を

使
っ
て
歯
の
質
を
強
く
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

「
歯
周
病
」と
は

　

歯
周
病
は
、
歯
肉
や
歯
を
支
え

て
い
る
骨
な
ど
の
組
織
に
起
こ
る

病
気
で
す
。
歯
と
歯
肉
の
境
目
に

歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
や
歯
石
が
た

ま
る
と
、
そ
の
中
に
い
る
歯
周
病

菌
が
歯
肉
に
炎
症
を
引
き
起
こ
し
、

歯
を
支
え
る
土
台
ま
で
破
壊
し
、

歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
か
め
な
く
な

り
、
つ
い
に
は
歯
が
抜
け
て
し
ま

う
病
気
で
す
。

　

タ
バ
コ
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
も
歯
周
病
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歯
周
病
は
心
臓
や
肝
臓
に
炎
症
を

起
こ
し
、
全
身
の
健
康
に
も
悪
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
、
低
体
重
児
出
産
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

　

昨
年
の
菊
池
市
の
歯
周
疾
患
健

診
で
は
、「
自
分
の
歯
や
口
の
中
に

つ
い
て
ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る
」
と

答
え
た
40
歳
の
人
全
員
が
、「
歯

周
病
の
精
密
検
査
や
治
療
が
必
要
」

と
い
う
結
果
で
し
た
。
こ
の
よ
う

に
気
付
か
な
い
う
ち
に
歯
周
病
は

進
行
し
て
い
ま
す
。

歯
周
病
を

　
　

 

予
防
す
る
に
は
！

　

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

• 

歯
や
口
の
中
の
状
態
に
合
っ
た

歯
み
が
き
方
法
を
身
に
付
け
、

食
後
や
寝
る
前
に
は
歯
を
磨
き

ま
し
ょ
う
。

• 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

し
ま
し
ょ
う
。

• 

定
期
的
に
歯
石
を
除
去
し
た
り
、

歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

•
タ
バ
コ
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

• 

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
も
ち

ま
し
ょ
う
。

かみしめる 生きる喜び 歯とともに
歯の健康展（入場無料）

その他、ガンや糖尿病など

歯や口の中の病気が体に及ぼす影響

心臓病

早産・低体重児

肥満

骨粗しょう症

関節炎

肺炎

脳血管疾患
認知症

東
ひがし

　　和
わ か な

奏（旭　伊坂）

中
なかがわ

川　翔
しょうや

也（旭　片川瀬）

渕
ふちがみ

上瀬
せ り な

里奈（旭 　あさひが
　丘住宅）

河
かわかみ

上　　凌
りょう

（旭　姫井）

坂
さかもと

本千
ち は な

花菜（旭　高永）

坂
さかもと

本　優
ゆ う り

里（旭　川下）

園
そのはら

原　美
み な

名（旭 　あさひが
　丘住宅）

岩
い わ ね

根　成
な お

央（旭　岩本）

齊
さいとう

藤　　蓮
れん

（旭　岩本住宅）

東
ひがし

 航
こうたろう

太郎（旭　小原）

齋
さいとう

藤　玄
げ ん ぶ

阜（旭　小原）

田
た な か

中　早
さ き

紀（旭　小原）

宮
みやもと

本　勇
ゆ う き

気（泗　永出分）

山
や ま の

野　月
つ き

季（泗　田島団地）

清
し み ず

水　陽
ひ な た

向（泗　朝日団地）

後
ご と う

藤　楓
ふ う か

花（泗　富の原台）

荒
あ ら き

木穂
ほ の み

乃実（泗　永）

岸
きし

　　愛
あいこ

子（泗　永）

田
た な か

中　茉
まりん

凛（泗　猪の目）

歯ぐきがすいてきたり、
口の中がネバネバして
きます。

歯が抜けて
しまいます。

歯がグラグラに
なります。

歯が長くなったように見え、
口臭がします。
歯が動き、冷たい水や熱いも
のがしみるようになります。

歯ぐきが赤く腫れたり、
歯ぐきから出血したり、
うみが出ます。

健康な歯ぐきは淡いピ
ンク色でかたくひきし
まっています。

と　き　６月７日（日）
　　　　　午前 10時～午後３時

ところ　菊池郡市歯科医師会館
　　　　　菊池市大琳寺 22
　　　　　☎（24）7747

内 　容　無料フッ素塗布、健診、相談、
予防コーナー、歯磨き指導、食育 (食を
通じての体・歯の健康づくり )、その他劇・
ゲームなど

問い合わせ先
　健康推進課健康推進係 または、
　あくね歯科医院
　☎ 096（242）6480

中
な か の

野　優
ゆ う り

里（菊　高野瀬）

山
やまもと

本　一
か ず き

喜（菊　高野瀬）

緒
お が た

方　瑞
み ず き

生（菊　袈裟尾）

松
まつなが

永　莉
り な

奈（菊　北宮）

堀
ほ っ た

田　太
たいよう

陽（菊　上西寺）

宇
う の き

野木亜
あ ゆ

優（菊　横町）

松
まつばら

原　成
せ い ご

吾（菊　上木庭）

荒
あ ら き

木　快
か い ち

地　　　　　　

梅
う め だ

田　音
ね お

央 （菊　東正観寺）

荒
あ ら き

木　るな（菊　立石）

桐
きりはら

原　優
ゆ ら

空（菊　北宮）

立
たてやま

山　顕
けんしょう

正（菊　亘）

山
やまもと

本　廉
きよひと

人（菊　高野瀬）

三
み い け

池　勇
ゆうしん

心（旭 　あさひが
　丘住宅）

（菊　西正観寺）

最
近
気
に
な
る
歯し

牙が

酸さ
ん

蝕
し
ょ
く

症
し
ょ
う

口は食べ物が出会う最初の「消化器」であるだけに、図のように、全
身のさまざまな病気に悪影響を及ぼしていることも分かっています。
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　ガラゴは、旅するかばんやさんです。
　ひとりっこだったこいぬに、いぬのかばん
のきょうだいをつくってあげたガラゴを私は
やさしいなと思いました。こいぬは、これか
らたのしいだろうなと思いました。
　たてがみがないライオンにも、たてがみの
かばんをあげました。そのライオンから、お
礼にすいかをもらいました。
　それから、カエルやぞうさん、うさぎさん
にもほしいかばんをあげるたびにお礼をもら
いました。

　ガラゴは、いろいろなかばんをみんなにあ
げてよかったと思いました。
　かわいいかばんもいっぱいありました。音
楽がなったり、おどりだすかばんもあって、
私はほしいなと思いました。
　かばんの中には、コップ、歯ブラシ、はみ
がきこが入っています。
　ふとんや電気も入っていて、びっくりしま
した。
　ガラゴの本を読んでいない人は、ぜひ読ん
でみてください。
　すごくおもしろいですよ。

　財政破綻にあえぐ地方都市、極北市。大学
から左遷され、赤字市民病院に非常勤にして
外科部長として迎えられた今中。院長と事務
長の対立、不衛生でずさんなカルテ管理、海
千山千の看護士たち・・・。問題山積の中、謎
めいた医療事故までが発覚する。メディカル・
エンターテインメントの新境地を開く最新作。

　伝説のチェスプレイヤー「リトル・アリョーヒン」がチェ
スを始めたきっかけは、ひとりの男性との出会いだった。子
ども大会での優勝、海底チェス倶楽部での対戦。少年はまる
で、海で泳ぐかのようにチェスをした。待望の長編小説。

NHKスペシャル取材班　水野重理／奥村康一／高間大介　著
　男と女は何が違う？なぜ違う？自分と『ちょっとだけ違う
人』に惹かれる理由、15分の会話で分かる離婚診断など、女
と男にまつわるさまざまな新発見。お互いの理解を深めるヒ
ントが見つかるかもしれない一冊。

　ここ数年で北半球から４分の１のハチが消えた！原因はダ
ニか？電磁波か？それとも農薬なのか？長い歴史の中で進化
してきた人とミツバチとの共生に今、何かが起こっている。
農産物の花粉交配のほとんどを担う、ミツバチの大量死から見
えてきた農業や環境の未来を問い直す科学ノンフィクション。

　ある日、冒険に出た小さなライオンの子。犬
や猫、人間の男の子に出会うが、すぐに眠く
なってしまう。冒険はしたいけれど、まだ幼く
てすぐに眠たくなってしまうライオン。かわい
らしいライオンのしぐさを見事にとらえたモノ
クロ写真が魅力のおやすみなさいの絵本。

海堂　尊　著 小川洋子　著

ローワン・ジェイコブセン　著

マーガレット・ワイズ・ブラウン　著

「私の推薦」で、「お気に入りの本」を紹介してみませんか。自薦・他薦は問いません。
詳しくは、各図書室・図書館まで。

金光留奈ちゃん
（七城小２年）

図 書 だより 問い合わせ先
中央公民館図書室 ☎（25）1672
七城公民館図書室 ☎（25）1580

旭志公民館図書室 ☎（37）3111 内線303
泗水図書館　　　 ☎（38）6866

私の推薦
新着・お薦め図書情報

耳より情報 6月の予定

かばんうりのガラゴ

●紹介者随時募集中

泗水図書館 中央公民館図書室
極北クレイマー

　生後３日目に耳が聞こえないと告げられた
息子を見つめながら、泣いて、泣いて、泣き
疲れて眠って起きた次の日、もう二度と息子
の耳のことで泣かないと誓った。先天性聴覚
障害を持つ息子・礼夢の母として、ともに歩
んだ４年間の足跡を、自らの経験と願いを込
めて綴った、ココロつなぐエッセイ。

今井絵里子　著ココロノウタ

　「富子、すきすき」と言ってくれた優しい夫、吉良上野
介。世間はそんな夫を悪者に仕立て上げていく・・・還暦を
過ぎた妻、富子が「松の廊下」の一件以来の日々を回想する
表題作をはじめ、江戸に生きる一途な女たちを描いた時代短
編小説集。

宇江佐真理　著富子すきすき

猫を抱いて象と泳ぐ

七城公民館図書室

　妻38才、夫43才、結婚13年目の中年夫婦
の所に赤ちゃんがやってきた！「ツレがうつ
になりまして」が大ベストセラーとなり、仕
事も多忙になった著者とツレの元に神様から
のプレゼント。赤ちゃんという未知の生き物
に出会った中年夫婦の悩み多き毎日を１コマ
＆エッセイで描いた子育て奮闘日誌。

細川貂々　著ツレと私の｢たいへんだ!｣育児

旭志公民館図書室

　おばあちゃんが葉っぱを売って年収1,000万円!？農協職員
として赴任した著者が目にしたのは、朝からお酒を飲んでば
かりの男たちと他人の悪口を言ってばかりの女たち。「この
ままではダメだ」と考えていたある日、寿司屋での何気ない
一言を聞いて、葉っぱを売ることを思いついた。ひとりひと
りが目標と生きがいを持つことで、どん底だった田舎町を生
まれ変わらせた再生ストーリー。

横山知二　著
そうだ、葉っぱを売ろう！
過疎の町、どん底からの再生

　初めて公開する、半村　良氏のおかげで大いに儲けさせて
もらった話。古書店を舞台にした世界的ベストセラーの跡地
を取材で訪れた話など、古書店店主でもあった直木賞作家に
よる古本にまつわるエッセイ集。

出久根達郎　著古本供養

　スプーンにとって大切なのは、使うと上手
に食べられるということ。ひなぎくにとって
大切なのは、白くあるということ。では、
「あなた」にとって大切なこととは？世界中
で愛されている絵本（打出文庫）

マーガレット・ワイズ・ブラウン　作
レナード・ワイスガード　絵

うちだややこ　訳

たいせつなこと

だから、男と女はすれ違う

ハチはなぜ大量死したのか

ねむいねむいちいさなライオン

　京都の大学から遠く離れた能登半島。この町の実験所へ飛
ばされた大学院生、守田一郎は娯楽のない町で淋しさを埋め
るため文通を始める。恋に悩む友人、家庭教師先の見どころ
ある小学生へとさまざまな相手に書きまくる。著者までもが
知人の作家森見登美彦として登場するほろ苦くおかしい新・
書簡体小説。

森見登美彦　著恋文の技術

　キョウコは有名代理店を早期退職。華やか
だが自分をすり減らすだけの毎日をリセット
し、都内の安アパート「れんげ荘」で月10万
円で暮らすことを決意した！森　茉莉の『贅
沢貧乏』に憧れ、ささやかな幸せを求める女
性の日々を描く待望の長編小説。

群　ようこ　著れんげ荘

島田ゆか　著

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

1 月 休館日
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土 閉室日
7 日 閉室日 閉室日 閉室日
8 月 休館日
9 火
10 水
11 木
12 金

13 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日

しすいっ子
童話会の
おはなしかい
11:00 ～

14 日 閉室日 閉室日 閉室日
15 月 閉室日 休館日
16 火
17 水
18 木
19 金

20 土 閉室日
古典を
楽しむ会　
14:00 ～

21 日 閉室日 閉室日 閉室日 お楽しみ会
14:00 ～

22 月 休館日
23 火
24 水
25 木

26 金 お話の部屋
11：00～

27 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日 おはなしかい
11:00 ～

28 日 閉室日 閉室日 閉室日
29 月 休館日
30 火 休館日

　東京の下町で、アンティークのきもの店を営む栞。きもの
を求めるお客ばかりでなく、ご近所さんもふらりと立ち寄っ
ては、世間話をしていく。そんなある日、初釜のきものを求
めて、男性客がやってきた。その人と何度か話していくうち
に､喋々喃々（男女がうちとけて、小声で楽しげに語りあう
様子）の関係となっていく。でも､その人の指には結婚指輪
が・・・。人を大切に思う気持ち､日々の細やかな暮らしが､
下町の季節の移ろいとともに描き出される。

小川　糸　著喋
ちょうちょうなんなん

々喃々

　戦国時代にそれまでの室町幕府の支配から
抜け出して、自分の力だけでひとつの地域を
治めようとする戦国武将が活躍した。その中
でも大きな力をもったのが、織田信長、豊臣
秀吉、徳川家康の３人。それぞれの天下人へ
の道のエピソードを中心に、各都道府県を代
表する武将の戦い方と人物像を紹介したユ
ニークな絵事典。（打出文庫）

山村竜也　著
日本の歴史を学んでみよう
戦国武将がわかる絵事典

おたのしみ会のおしらせ
　６月21日（日）午後２時からのおたのしみ会
は、たなばたの飾り付けをします。どなたでも気
軽にお越し下さい。
（泗水図書館）

ガーデニング写真展
　６月２日（火）～６月28日（日）まで、野の花
やガーデニングの写真を展示しています。期間中
は引き続き写真を募集していますので、展示希望
の方はカウンターまでお持ち下さい。
（泗水図書館）

菊池市中央公民館図書室
　中央公民館図書室
は、中央公民館の３
階にあり、一般書や
児童書・絵本など、
約２万冊の図書を所
蔵しています。
　読みたい本が貸出
中の場合は、予約
をすることができます。また、リクエストの受付
もしています。図書の貸出は、１人５冊までで、
期限は２週間です。菊池市内在住、在学、在勤の
人が登録することができます。また、登録の際に
は、身分証明書を持参してください。
　第２・４土曜日午前10時30分からは、３階和
室にて、読み聞かせボランティアグループ「きく
ちおはなしのもり」のおはなし会が開かれていま
す。パネルシアターやわらべうた、絵本の読み聞
かせなど盛りだくさんの内容です。
　是非、菊池市役所や菊池市中央公民館にお越し
の際は、気軽にお立ち寄り下さい。
開室時間　平日　午前10時～午後６時
　　　　　土曜　午前10時～午後５時
閉室日　　 毎月15日（図書整理日）、日曜・祝祭

日、年末年始
（菊池市中央公民館図書室）
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高
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水
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会
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文
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俳
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会

せ
せ
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ぎ
俳
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会
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水
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会

前
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揺
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ら
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椎
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エ
子

い
の
ち
あ
る
も
の
の
形
の
や
さ
し
さ
よ
蕾
も
小
さ
き
す
ず

ら
ん
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

岡
本
ト
シ

隈
府
な
る
御
所
通
り
の
老
舗
消
ゆ
淋
し
き
通
り
に
桜
舞
ひ

散
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

北
村
玉
恵

鶯
の
啼
き
声
聞
こ
え
見
上
ぐ
れ
ど
姿
は
見
え
ず
青
葉
揺
れ

ゐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
中
村
ト
メ
子

揚
雲
雀
野
は
み
ど
り
児
の
匂
ひ
し
て
麦
の
穂
ず
れ
に
鳴
き

音
透
き
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
山
下
菊
代

連
休
の
京
都
名
所
の
若
者
の
数
多
の
中
を
八
十
の
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

宮
本
幸
子

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
並
ぶ
人
ら
を
「
派
遣
切
り
」
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
は
低
く
告
げ
た
り
　
　
　
　
　
　  

山
代
鈴
子

し
め
り
た
る
土
盛
り
上
げ
て
双
葉
出
づ
隠
元
豆
の
育
つ
を

待
て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

安
東
綾
子

荒
草
の
中
に
ま
じ
り
て
ひ
た
に
咲
く
矢
車
草
の
花
の
愛
し

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中
津
ツ
ユ

臥
せ
て
見
る
大
根
の
花
の
い
と
ほ
し
さ
陽
の
射
す
庭
を
風

の
そ
よ
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
雲
田
郁
子

隣と
な
り
や

家
の
ミ
ニ
鯉
幟
に
風
の
来
し
　
　
　
　
　 

　 

村
山
数
恵

瞬ま
た
たき

て
我
れ
を
見
上
げ
し
蛙
か
な
　
　
　
　
　 

藤
本
邦
治

た
ん
ぽ
ぽ
を
吹
け
ば
残
り
し
丸
き
芯

し
ん

　
　
　
　  

服
部
静
子

枝し
だ
れ
ざ
く
ら

垂
桜
う
し
ろ
歩
き
に
離は

な

れ
観み

る
　
　 

　
　
　
五
丁
義
昭

行
儀
良
く
背
丈
揃
ひ
て
葱
坊
主
　
　
　
　
　
　  

寺
本
和
子

坊
守
も
美
し
く
老
ひ
花
の
寺
　
　
　
　
　
　
　  

内
村
泊
虹

芽
吹
く
野
に
放
た
れ
し
牛
跳
び
　
ね
て
　
　  

藤
本
ア
ツ
子

鳥
達
の
そ
の
囀
り
は
何
と
言
う
　
　  

（
高
一
）
渡
辺
大
寿

は

新
緑
を
背
に
し
て
見
ゆ
る
幟
あ
り
緋
鯉
に
真
鯉
今
朝
は
お

と
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
村
上
幾
雄

案
じ
ゐ
し
従
妹
の
訃
報
今
朝
に
入
る
疎
遠
済
ま
な
き
明
日

を
も
行
け
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
佐
々
重
弘

真
赤
な
る
花
ぼ
つ
ぼ
つ
と
木ぼ

け瓜
咲
き
ぬ
蝶
舞
ひ
来
た
る
早

春
の
庭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
岩
津
凉
子

障
害
者
ら
と
調リ

ズ
ム子

を
合
わ
せ
ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
三
十
五
周

年
の
我
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
緒
方
寛
子

連
休
に
う
か
ら
が
集
ま
り
亡あ

な
た夫

待
つ
思
い
告
げ
く
れ
庭
の

宵
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
岩
崎
照
代

見
上
げ
れ
ば
雲
一
つ
な
き
朝
の
空
柿
の
若
葉
が
輝
き
て
見

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

松
岡
み
ち
え

草
取
れ
ば
パ
ン
ジ
ー
列
な
し
際
立
ち
ぬ
背
伸
び
す
る
が
に

花
茎
ゆ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
吉
間
充
子

野
に
山
に
ゆ
る
ぎ
あ
り
く
し
若
き
日
の
春
は
不
思
議
な
力

も
ち
い
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
斉
藤
芳
子

妹
は
春
三
月
の
桜
の
も
と
静
か
に
浄
土
に
旅
立
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

堀
　
甲
子

夕
映
え
の
川
の
流
れ
に
鴨
三
羽
戯
れ
立
つ
る
波
が
き
ら
め

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
下
川
つ
ぎ   

草
萌
ゆ
る
青
き
絨
毯
田
を
お
こ
す
　
　
　  

　
芹
川
の
り
子

諸
葛
菜
花
も
美
し
花
床
に
　
　
　
　
　
　  

　
郷
　
ミ
ヤ
子

大
阿
蘇
に
浮
か
ぶ
火
文
字
や
忘
れ
雪
　
　
　  
　
水
谷
ミ
ネ

其
処
此
処
に
水
仙
活
け
て
時
忘
る
　
　
　
　  
　
東
　
芳
子

つ
ち
ふ
る
や
追
憶
深
し
亡
き
妹
に
　
　
　
　  

　
芹
川
蓉
子

卒
業
の
子
等
送
り
出
す
桜
草
　
　
　
　
　
　  

中
尾
ヨ
シ
コ

花
も
散
り
　
名
所
に
猫
も
見
あ
た
ら
ん
　
　  

　
井
手
水
光

ク
ー
ル
便
　
中
身
は
た
い
ぎ
ゃ
分
か
っ
と
る  

　
中
島
五
女

難
産
で
　
凍
結
さ
る
る
ダ
ム
工
事
　
　
　
　  

　
神
尾
迫
水

勝
っ
て
く
れ
　
隣
の
孫
の
前
走
れ
　
　
　
　  

　
続
　
義
昭

勝
っ
て
く
れ
　
積
年
の
憂
さ
晴
ら
さ
に
ゃ
ん
　  

吉
岡
三
水

耐
え
て
ま
す
　
医
者
の
許
し
が
出
る
ま
で
は
　  

柏
原
乗
仏

花
も
散
り
　
ち
っ
た
着
物
の
か
る
な
っ
た
　
　  

平
井
紅
彩

耐
え
て
ま
す
　
タ
イ
ム
セ
ー
ル
で
食
い
つ
か
ぎ  

宮
上
美
由

勝
っ
て
く
れ
　
飯
も
そ
こ
そ
こ
見
入
っ
と
る  

御
手
洗
三
代

難
産
で
　
委
員
の
居
ら
ん
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
　
　
　
　  

山
隈
好
茶

ぼ
う
た
ん
に
揺
ら
す
風
さ
え
無
か
り
け
り
　
　  

北
村
妙
子

車
椅
子
妻
が
押
し
ゆ
く
花
見
か
な
　
　
　
　
　  

平
山
邦
子

廃
校
の
歴
史
見
守
り
大
桜
　
　
　
　
　
　
　
　  

宮
本
雅
子

万
里
越
へ
大
和
の
土
と
な
る
黄
砂
　
　
　
　
　  

林
ま
つ
子

峡か
い

の
寺
ふ
ん
は
り
つ
つ
む
山
桜
　
　 

　
　
　
　 

冨
田
幸
子

囀
り
の
膨
ら
む
庭
と
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　  

松
永
久
子

堤
防
に
庭
に
海う

ご髪
干
し
島
暮
し
　
　 

　
　
　
　 

中
路
郁
子

目
つ
む
れ
ば
落
花
の
乱
舞
い
つ
ま
で
も
　
　
　  

鋤
本
ト
ミ

涅
槃
図
の
絵え

と
き説

切
々
僧
若
し
　 

　
　
　
　
　 

田
中
ひ
さ
子

沈
黙
を
募
ら
せ
て
聞
く
初
河
鹿
　
　
　
　
　
　  

東
　
鈴
子

友
の
死
を
慎
み
て
仰
ぐ
春
の
月
　
　
　
　
　
　  

稲
田
羚
子

無
住
寺
の
堂
縁
高
く
竹
の
秋
　
　
　
　
　
　
　  

打
出
　
貞

若
さ
若
さ
　
母
娘
最
合
い
で
着
ら
す
シ
ャ
ツ
　  

小
川
繁
美

若
さ
若
さ
　
孫
と
一
緒
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
　
　  

　
窪
田
明
徳

若
さ
若
さ
　
脳
は
狂
句
で
鍛
え
よ
る
　
　
　
　  

高
木
房
惠

若
さ
若
さ
　
ひ
孫
の
居
る
て
思
わ
れ
ん
　
　
　  

須
藤
新
生

む
ぞ
う
な
げ
　
ビ
フ
テ
キ
に
な
る
肥
育
牛
　
　  

田
中
孝
幸

む
ぞ
う
な
げ
　
子
供
道
連
れ
し
ち
ゃ
な
ら
ん
　  
藤
野
清
子

花
嫁
が
　
明
か
り
を
点
け
た
過
疎
の
村
　
　
　  
光
堀
善
教

先
生
の
　
い
た
ら
ん
検
査
し
た
が
ら
す
　
　
　  

狩
野
本
六

小
田
の
池
そ
ぼ
降
る
雨
に
白
鳥
が
涙
す
る
ご
と
浮
か
び
て

お
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
矢
野
悦
子

木
戸
覆
い
ピ
ン
ク
に
染
め
て
咲
く
桜
我
が
家
の
桜
青
空
に

映
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

高
藤
タ
ツ
ノ

マ
ラ
ソ
ン
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
リ
ズ
ム
持
つ
鍛
え
ら
れ
た

る
長
身
の
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

長
尾
は
る
み

庭
隅
の
蕗
の
十
本
煮
付
け
に
し
こ
と
足
り
て
い
る
一
人
の

昼
餉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
中
山
定
子

鮮
や
か
な
萌
黄
色
あ
り
紅
も
あ
り
庭
の
楓
は
春
紅
葉
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

平
嶋
き
く
え

隣
屋
の
黐
の
大
樹
に
鶯
の
ひ
と
声
鳴
け
ば
次
の
声
待
つ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
大
島
き
と

朝
明
け
の
冷
た
き
空
気
心
地
よ
し
そ
ぞ
ろ
歩
き
に
猫
の
従

き
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
宮
本
峯
子

新
し
き
家
族
を
待
ち
て
見
送
れ
り
出
産
近
き
嫁
の
里
が
え

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

吉
安
永
子

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
し
て
ゆ
る
ゆ
る
桜
み
ち
今
年
の
花
を
惜

し
み
つ
つ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

増
田
久
美
子

５
月
歌
会

４
月
句
会

例
会
入
選
句
集
よ
り

４
月
例
会

４
月
詠
草

４
月
詠
草

４
月
例
会

４
月
詠
草

嘘
ば
か
り
　
チ
ラ
シ
に
載
っ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
　 

髙
倉
新
米

嘘
ば
か
り
　
さ
す
が
政
治
家
が
つ
は
あ
る
　
　 

田
尻
浩
風

美
容
体
操
　
分
っ
ち
ゃ
い
る
が
続
か
な
い
　 

田
中
レ
イ
子

美
容
体
操
　
余
分
な
物
は
食
べ
ん
こ
つ
　
　 

　
上
村
○
子
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I n f o r m a t i o n

　

健
康
の
３
本
柱
と
言
わ
れ
る
『
栄

養
・
休
養
・
運
動
』
は
、
生
命
を
維

持
し
、
私
た
ち
が
健
康
で
幸
福
な
生

活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。

　

飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、
食

べ
す
ぎ
や
運
動
不
足
に
よ
る
肥
満
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
増
加
は
、
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
菊
池
市
で
は
、
食
生
活
を

中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
食
生
活
改
善
推

進
員
（
愛
称
：
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
を

養
成
す
る
た
め
の
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
子
ど
も
を
持
つ
こ

と
を
望
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
が
増
加
し
て

い
る
中
で
、
不
妊
治
療
に
関
す
る
相

談
や
不
妊
に
よ
る
心
の
悩
み
な
ど
に

対
し
て
専
門
相
談
員
が
相
談
に
あ
た

り
ま
す
。

実
施
内
容
・
時
間　

電
話
相
談
（
平
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

来
所
相
談
（
第
４
金
曜
日
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
（
要
予
約
）

対
応
者　

　

電
話
相
談
に
つ
い
て
は
専
門
相
談

員
（
助
産
師
な
ど
）
が
対
応
し
、
必

要
に
応
じ
て
、
来
所
に
よ
る
面
談
相

談
（
無
料
）
に
産
婦
人
科
医
が
応
じ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
内
）

☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
３
４
０

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

の
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
実
際
に
体
を
動
か
し
て
運
動

を
体
験
す
る
教
室
と
な
っ
て
い
ま

す
。
運
動
を
通
じ
て
楽
し
く
健
康

づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
!?

募
集
対
象

　

菊
池
市
在
住
の
人
（
病
気
療
養

中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

期　

日

　

７
月
23
日(

木)

〜
９
月
25
日(

金)

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

　

全
10
回
（
下
表
参
照
）

場　

所

　

菊
池
養
生
園
、
泗
水
体
育
館

定　

員

　

30
名

参
加
料

　

１
、５
０
０
円
（
内
訳
：
食
事
代

(
２
回
分)

２
２
０
円
、
試
食
代
80

円
、
施
設
使
用
料
２
０
０
円
、
血

液
検
査
料
１
、０
０
０
円
）

※
歩
数
計
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
お
持
ち
で
な
い
人
は
養
生
園

で
も
購
入
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
30
日(
火)

 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
に
な

り
ま
す
。

申
込
方
法　

左
記
窓
口
の
申
請
書

に
記
入
・
捺
印
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付

係
、
各
総
合
支
所
民
生
課
衛
生
福

祉
係

　

こ
の
機
会
に
、
楽
し
く
学
び
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

期　

間　

７
月
〜
平
成
22
年
３
月

（
左
表
参
照
）

※
毎
月
１
回
実
施
（
年
間
10
回
）

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場　

所　

旭
志
公
民
館

対
象
者　

健
康
や
食
生
活
に
興
味
が

あ
る
70
歳
未
満
の
女
性
（
菊
池
市
内

に
住
所
の
あ
る
人
）

募
集
人
員　

30
人
程
度

参
加
費　

無
料

内　

容　

講
話
、
実
技
、
調
理
実
習

（
試
食
）

申
込
期
限　

６
月
25
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
、
各

総
合
支
所
民
生
課

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に

　
　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か

不
妊
専
門
相
談
事
業

参
加
者
募
集
！

菊
池
市
健
康
づ
く
り
教
室
〜
い
き
い
き
養
生
塾
第
６
期
生
〜

月：バイアグラについて
火：心臓病とバイアグラ
　　～ニトロ製剤との併用は危険～

水：子どもの食中毒
木： 食育って何だろう？
金：Ｃ型肝炎治療
土/日：結核とは

　「歯」を健康に守っていくための方法を楽し
く、分かりやすく指導します。赤ちゃんから是非
参加してください。
日　時　６月17日（水）午前10時30分～
場　所　菊池市児童センター
講　師　歯科衛生士（健康推進課より）
問い合わせ先　菊池市児童センター
　　　　　　　　☎（24）3472

と　き　６月８日（月）
　　　　午前９時30分～午前11時30分、午後０時30分～午後４時
ところ　泗水総合支所　　　　　　　　　　　　　　　
内　容　400ml献血
　現在、400ml献血の需要が大変大きくなっています。また、薬を
飲んでいる人でも、献血をお願いできる場合もあります。皆さんの
あたたかいご協力をお願いします。
　献血の安全性向上のため、運転免許証などの身分証明証による本
人確認をお願いしています。趣旨をご理解の上、協力をお願いしま
す。また、献血カードを持っている人は一緒にご持参ください。　
　　

問い合わせ先
健康推進課健康推進係

すくすくクラブ「乳幼児の歯の健康指導」

献血のご協力をお願いします
健康情報

096(385)3300（24時間）

6月のモシモシ

おしらせおしらせ
I n fo rmat i onI n fo rmat i on

期　日 内　容
7月 22日（水） 開講式、講演会
８月 18日（火） 食べ物の消化・吸収について、調理実習
９月 18日（金） ４つのお皿について、調理実習　　
10月 15日（木） 食べ物のものさしを知る、調理実習
11月 13日（金） カロリーコントロール、調理実習
12月 11日（金） 食事バランスガイド、調理実習　
1月 19日（火） 食育と年代別の食事、調理実習

1月下旬～ 2月上旬 運動実践
2月 18日（木） 歯の健康について、調理実習

3月 18日（木） 閉講式、調理実習

回数 期日 内容（体験・学習） 場所
1 ７月 23日（木） 開講式、体力測定 養生園

2 　30日（木） 身体しなやかストレッチとやさしい筋力トレーニング „

3 ８月  ６日（木） わくわくエアロビクス „

4 　12日（水） 脂肪を燃やすウォーキングの体験 „

5 　19日（水） 歩いて燃やそう！ 100キロカロリー „

6 　26日（水） 脂肪を燃やすとっておきの筋力トレーニング „

7 ９月  ２日（水） 家で出来るステップ運動 „

8 　  ９日（水） いつでもどこでもながら運動 „

9 　16日（水） 体育館にて運動とゲーム 泗水体育館

10 　25日（金） 筋力トレーニング、まとめ、閉講式 養生園

　

１
つ
の
体
操
は
10
秒
間
を
１
回
行

い
ま
す
。
必
ず
大
き
な
声
で
数
え
ま

す
。

　

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を

し
な
い
範
囲
で
行
い
ま
す
。

　

動
い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）

筋
肉
を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。

き
く
筋

　

胸
の
筋
肉
・
肩
や
背
中
の
筋
肉
・

わ
き
腹
の
筋
肉

効　

果

• 

胸
や
肩
の
筋
肉
が
伸
ば
さ
れ
ま

す
。

• 

肩
こ
り
の
予
防
・
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

と　

き　

７
月
24
日
（
金
）、
８
月

21
日
（
金
）、
12
月
25
日
（
金
）、
３

月
26
日
（
金
）
の
い
ず
れ
も
、
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
（
初
回
の
み
午
前

９
時
〜
）

対
象
者　

小
学
生

テ
ー
マ　

肥
満
症
の
基
礎
知
識
お
よ

び
合
併
症
と
治
療
法
に
関
す
る
学
習

内　

容　

７
月　

検
査
、
運
動
療
法
、
食
事
療

法
、
行
動
療
法

８
月
・
12
月
・
３
月　

運
動
療
法
、

食
事
療
法
、
行
動
療
法
、
１
ヶ
月
の

振
り
返
り

費　

用　

約
３
〜
４
千
円（
初
診
料
、

検
査
代
込
み
の
金
額
。
２
回
目
以
降

は
約
千
円
前
後
）

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
再
春
荘
病
院

東
１
病
棟
（
緒
方
）

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
１
０
０
０

　

内
線
５
０
０

　

食
に
関
す
る
身
近
な
体
験
談
や
感

想
を
送
っ
て
く
れ
る
小
中
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

　

特
派
員
に
任
命
さ
れ
た
ら
、
食
に

つ
い
て
の
行
事
や
家
庭
で
の
体
験

談
、
意
見
や
感
想
と
写
真
や
絵
な
ど

を
、
県
庁
に
送
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

• 

胸
を
広
げ
る
こ
と
で
、
呼
吸
が
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

•
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。

注
意
点

• 

お
へ
そ
を
前
に
出
す
よ
う
に
、
胸

は
で
き
る
だ
け
張
り
ま
す
。

• 

肘
は
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
ま
す
。

伸
ば
し
た
手
と
背
中
が
一
直
線
に

な
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

• 

体
を
倒
し
た
時
は
、
顔
は
下
を
向

か
ず
に
正
面
を
向
き
ま
す
。

※
「
い
す
に
座
っ
て
で
き
る
き
く

ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

よ
り
抜
粋
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

両
手
を
組
み
、
天
井
に
向
か
っ
て

ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
ま
す
。

顔
や
体
は
正
面
を
向
い
た
ま
ま
、
伸

ば
し
た
手
を
横
に
倒
し
、
10
秒
数
え

ま
す
。
終
わ
っ
た
ら
、
手
を
お
ろ
し

ま
す
。
左
右
１
回
ず
つ
行
い
ま
す
。

い
す
に
座
っ
て
で
き
る

　
　

き
く
ち
ゃ
ん
体
操
③

　
　
　

―
準
備
体
操
編
―

集
ま
れ
！
元
気
に
楽
し
く

や
せ
た
い
小
学
生
！！

食
育
子
ど
も
特
派
員
募
集

募
集
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

募
集
人
員　

１
０
０
人
（
小
学
３

年
生
以
上
が
対
象
で
す
）

申
込
方
法

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
申
込
書
ま
た
は
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・

電
話
番
号
、
や
り
た
い
こ
と
な
ど

を
書
い
て
、
左
記
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

熊
本
県
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

　

〒
８
６
２
ー
８
５
７
０
（
住
所

記
入
不
要
）

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
８
９

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
６
月
１
日
現
在

の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
昨
年
と

変
更
事
項
が
な
い
場
合
で
も
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
遅
れ

た
り
す
る
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。現
在
、

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

６
月
上
旬
に
現
況
届
用
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
６
月
30
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
回
、
所
得
超
過
で
却
下
さ
れ
た

児
童
手
当
の
現
況
届
は

　
　
　
　

提
出
し
ま
し
た
か
？

人
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
が

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
早
め

に
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
申

請
し
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
翌
月
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
手
当
と
は
、
日
本
国
内
に
居

住
し
て
い
る
人
が
、
小
学
校
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
場
合
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
申

請
を
し
な
い
と
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
、
各
総
合
支
所
民
生
課
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I n f o r m a t i o n

　

菊
池
市
内
の
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
を
支
え
、
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

「
き
く
ち
認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
人
た
ち
へ

の
理
解
や
支
援
の
方
法
を
学
び
、
地

域
で
実
践
し
て
も
ら
う
人
を
募
集
し

ま
す
。

期　

日　

10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時

会　

場
（
予
定
）

　

熊
本
学
園
大
学
、
熊
本
大
学

対
象
者

　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
た
人
が
平
成
17
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日

の
間
に
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成

21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

　
「
女
性
の
声
を
も
っ
と
市
政
に
届

け
て
、
よ
り
よ
い
菊
池
を
育
て
た

い
！
」
と
の
思
い
で
、
男
女
共
同
参

画
推
進
室
で
は
多
方
面
に
わ
た
り

女
性
の
登
用
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
に
、
そ
の

知
識
や
経
験
を
発
揮
し
て
も
ら
う

た
め
、
女
性
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
登

録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

登
録
で
き
る
人

• 

菊
池
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
女
性

• 

市
政
に
関
心
が
あ
り
、
菊
池
市
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
と
し
て
活

動
す
る
意
欲
が
あ
る
人

• 

福
祉
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
各
分

野
に
お
い
て
、
専
門
的
な
知
識
も

し
く
は
活
動
実
績
の
あ
る
人
、
ま

た
は
資
格
を
有
す
る
人

• 

菊
池
市
の
一
般
職
員
（
嘱
託
職

員
、
臨
時
職
員
を
除
く
）、
常
勤

の
特
別
職
の
職
員
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
の
議
会
議
員
お
よ
び

国
会
議
員
で
な
い
人

登
録
で
き
る
団
体

• 

市
政
に
関
心
が
あ
り
、
地
域
の
発

展
に
熱
意
を
持
っ
て
貢
献
で
き

　

地
域
づ
く
り
の
具
体
的
な
活
動

と
は
何
か
、
何
を
ど
う
は
じ
め
れ
ば

よ
い
の
か
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
活
動

や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
が
満
載
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
に
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
対
象　

菊
池
市
内
在
住
の
20

〜
65
歳
未
満
の
男
女
で
、
全
研
修
に

意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
人

応
募
方
法　

参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
く
だ
さ

い
。
参
加
申
込
書
、
研
修
内
容
の
説

明
書
な
ど
は
男
女
共
同
参
画
推
進

室
、
各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

平
成
21
年
度
き
く
ち
認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

平
成
21
年
度
熊
本
県
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験

第
９
回
特
別
弔
慰
金
が

　
　
　
　

 

支
給
さ
れ
ま
す

菊
池
市
女
性
人
材
バ
ン
ク

　
　
　

 

の
登
録
者
募
集
！

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

養
成
講
座
期
間

　

６
月
25
日（
木
）〜
12
月
24
日（
木
）

（
全
７
回
）
表
参
照

時　

間　

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

介
護
施
設
実
習　

２
日
間

講
座
会
場

　

菊
池
市
福
祉
会
館
、
各
施
設

受
講
資
格　

菊
池
市
在
住
ま
た
は
菊

池
市
内
に
勤
め
て
い
る
人
で
、
菊
池

市
内
の
認
知
症
の
人
た
ち
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援
活
動
が
で
き
る
人

受
講
料　

資
料
代
な
ど
の
個
人
負
担

が
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切　

６
月
15
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

開催数 開催予定日 テーマ 講師

第１回 ６ 月 25日（木）開講式：認知症の医学的・心理的理解

県認知
症介護
指導者
など

第２回 ７ 月 23日（木）認知症高齢者の生活支援

第３回 ８ 月 27日（木）スーパービジョンとコーチング

第４回 ９ 月 24日（木）社会資源の活用と展開（地域支援マップ）

第５回 10月 22日（木）家族の理解と権利擁護

第６回 11月 26日（木）生活の質の保証とリスクマネージメント

第７回 12月 24日（木）地域社会環境（人的環境・住環境・生活環境）

実　習 施設別 (特老・老健・グループホーム )各２日間×４施設

※
試
験
会
場
は
、
受
験
者
が
指
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

資　

格　

原
則
と
し
て
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
分
野
で
通
算
５
年

（
一
部
10
年
）
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
人

試
験
案
内
配
布
期
間　

６
月
15
日

（
月
）
〜
７
月
17
日
（
金
）

試
験
案
内
配
布
場
所　

熊
本
県
社

会
福
祉
協
議
会
、
各
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
（
支
所
含
む
）、
熊
本

県
高
齢
者
支
援
総
室

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
布

は
行
い
ま
せ
ん
。

申
込
受
付
期
間　

７
月
６
日
（
月
）

〜
７
月
17
日
（
金
）

申
込
方
法　

受
験
申
込
書
は
、「
試

ルナ・フローラ　花房教室展～ブライダル～
期間：６月２日（火）～６月 15日 ( 月 )
ルナ・フローラの美しさと華やかさを多くの人に知ってもらおうと企画しま
した。
香りの花石けんの体験講習も実施します。皆さんの参加をお待ちしています。
体験講習日　６月６日（土）、７日（日）
時　間　午前 11時～正午
講習料　1,000 円（材料費込み）

絵手紙展
期間：６月 17日（水）～６月 28日（日）
夢美会と菊池北中学校の合同展示会です。
青空に映える泗水孔子公園などの絵手紙を展示します。

夢美術館がリニューアルしました
美術館の常設コーナーが新しくなりました。
私たちの暮らすすてきな菊池の歴史・文学・自然を是非ご覧ください。
休館日　６月 23日（第４火曜日）
開館時間　午前９時～午後６時
ギャラリーでは 12月までの展示の募集をしています。
あなたの作品を展示してみませんか？

　菊池市では、平成 21 年度金婚
夫婦の表彰者を把握するために、
区長さんを通して調査をしていま
す。
　次に該当する人には「金婚夫婦
該当者の調査」の回覧（５月１日
区長さんへ配布済み）で、名前な
どの記入をお願いしているところ
ですが、記入漏れなどがありまし
たら、生きがい推進課または各総
合支所民生課へ直接ご連絡下さ
い。
※ 旭志地区については、直接旭志
総合支所民生課へ連絡いただく
よう回覧しています。

該当者　金婚夫婦（結婚満 50年）
　昭和 34年１月１日～ 12月 31
日までに結婚した夫婦
※ 平成 21 年１月１日以降、配偶
者が亡くなった人も対象です。

期　限　６月 19日（金）
問い合わせ先
　生きがい推進課高齢福祉係

あじさい展
菊池市あじさい愛好会　後藤公也

期間：６月の花見ごろ

　花の機嫌をうかがって、６月の見ごろ

に展示を行います。花の管理、花後の剪

定および技術指導も行いたいと思います。

松田文雄兄弟展（水墨画）
松田文雄
期間：６月23日（火）～７月５日（日）
　水墨画を始めて、そろそろ10年を迎えようとしています。同じ趣味を持つ弟と初めての兄弟展です。是非遊びに来てください。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155 問い合わせ先　わいふ一番館　☎（24）6630
菊池夢美術館情報菊池夢美術館情報

金婚夫婦該当者の
調査をしています

わいふ一番館だよりわいふ一番館だより

平成 21年度第１回まちかど資料館企画展

西川誠一ペン画展
期間：６月２日（火）～９月30日（水）

　菊池市内の小中高校を描いた作品展です。是非ご覧

ください。また展示が終わった後は、それぞれの学校

へ寄贈されることとなっています。

金婚夫婦該当者の
調査をしています

る
団
体

• 

継
続
し
て
１
年
以
上
の
活
動
実
績

が
あ
る
団
体

• 

会
則
、
規
約
ま
た
は
こ
れ
に
類
す

る
も
の
を
有
す
る
団
体

• 

特
定
の
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
お

よ
び
専
ら
営
利
活
動
を
目
的
と
し

な
い
団
体

登
録
方
法

　
「
菊
池
市
女
性
人
材
バ
ン
ク
登
録

票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
持
参
で
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

研
修
内
容

事
前
研
修　

８
月
25
日
（
火
）

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

国
内
派
遣
研
修　

11
月
５
日
（
木
）

〜
11
月
８
日
（
日
）
３
泊
４
日

東
京
都
・
埼
玉
県

企
画
・
事
後
研
修
あ
り

募
集
人
員　

１
人
程
度

募
集
締
切　

６
月
22
日
（
月
）
必

着費　

用　

先
進
地
研
修
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
、
３
分
の
１
を
県
が
、

残
り
を
市
が
負
担
し
ま
す
。
事
前
、

事
後
研
修
の
旅
費
に
つ
い
て
は
県

が
全
額
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
弔
慰
金
の
受
給
者

（
２
）
戦
没
者
な
ど
の
子

（
３
）
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
は
除

き
ま
す
。

（
４
）
前
記
（
３
）
以
外
の
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
５
）
前
記
（
１
）
か
ら
（
４
）
以

外
の
三
親
等
内
の
親
族

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
24
年
４
月
２
日

給
付
内
容

　

額
面
24
万
円
、
６
年
償
還
の
記

名
国
債

請
求
窓
口

　

市
役
所
福
祉
課
、
各
総
合
支
所

民
生
課

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
保
護
係

験
案
内
」
巻
末
の
専
用
封
筒
を
使
用

し
、
１
通
に
つ
き
一
人
分
を
、
必
ず

簡
易
書
留
に
よ
り
熊
本
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
）
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
７
月
17
日
消
印
有
効
）

※
持
参
に
よ
る
申
込
書
の
受
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

実
務
研
修
予
定　

試
験
合
格
者
を
対

象
に
、
実
務
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
時
期　

１
月
〜
３
月

　
（
前
期
３
日
、
後
期
４
日
）

　

実
施
会
場　

熊
本
市
内

手
数
料　

８
、８
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
社
会
福
祉
協

議
会　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
（
３
２
２
）
８
０
７
７
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I n f o r m a t i o n

「解雇」と「退職勧奨による退職」の違い
は？
　「解雇」は、使用者が労働者に対して一方的
に労働契約を解除することです。
　一方「勧奨による退職」は、使用者からの退
職の働きかけに対して合意する退職です。
　「解雇」については、労働者を保護するため
に法律などによる制限がありますが、「勧奨
による退職」は労働者の合意が必要であるこ
とから「解雇」のような制限・保護はありませ
ん。
　従って、退職勧奨を受けた時には慎重に対
応する必要があります。

「勧奨退職」を奨められ、退職届けを出し
てしまいましたが、撤回・取消はできな
いのですか？
　退職に応じるか否かは労働者の自由であ
り、応じる義務はありません。
　退職の意思がない場合は、はっきりと断り
ましょう。
　なお、一旦提出してしまった退職願いの撤
回については、これまでの判例等から「人事
部長など承諾する権限のある者（使用者側）
が退職を承認し、その意思が当該労働者に到
達するまでの間は、原則として撤回すること
が可能である」と考えられています。
　撤回するのであれば、できるだけ早く行う
必要があり、内容証明郵便を用いるなど撤回
したことおよび日時を明確にしておく必要
があります。

《解説》労働契約終了の種類
○契約期間の満了
　「期間を定めた労働契約」において、期間の
満了に伴い自動的に労働契約が終了するこ
と。

○定年
　「期間の定めのない労働契約」において、労
働者が一定の年齢に達した場合に自動的に
退職となる制度。

○任意退職
　労働者が自らの自由な意思に基づいて一
方的に退職すること。

○合意退職
　相手方の労働契約の解除の申し入れに対
し、他方が承諾して退職が成立するもの。

問い合わせ先　商工観光課

　

定
額
給
付
金
の
本
庁
受
付
窓
口

が
、
第
３
庁
舎
１
階
か
ら
本
庁
２
階

総
務
課
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
早
め

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
と
し
て

次
の
物
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
人
確
認
の
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
健
康
保
険

証
な
ど
の
う
ち
か
ら
１
つ
）

②
受
給
さ
れ
る
人
の
貯
金
通
帳
ま
た

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
定
額
給
付
金
係

　

現
在
、
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て

お
り
市
民
税
を
納
税
す
る
義
務
の
あ

る
人
は
、
年
４
回
、
市
役
所
や
金
融

機
関
な
ど
に
出
向
き
、
市
民
税
を
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
年
金

を
支
給
す
る
社
会
保
険
庁
な
ど
が
市

民
税
を
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
、
菊

池
市
へ
直
接
納
入
す
る
こ
と
と
な
る

た
め
、納
税
の
手
間
が
省
か
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

　

４
月
１
日
現
在
で
、
年
齢
が
65
歳

以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で
、
市
民

税
の
納
税
義
務
の
あ
る
人
。

※
た
だ
し
、
次
の
人
に
つ
い
て
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

• 

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
さ
れ
て
い
な
い
人
。

• 

引
き
落
と
さ
れ
る
市
民
税
額
が
老

齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る

人
な
ど
。

対
象
と
な
る
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
、
昭
和
60

年
以
前
の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、

退
職
年
金
な
ど
を
言
い
ま
す
。
ま
た

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課

税
年
金
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
税
額

　

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
わ
る
所
得

の
金
額
か
ら
計
算
し
た
市
民
税
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
給
与
所
得
や
事
業

所
得
な
ど
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
市

　

現
在
、
菊
池
市
営
住
宅
に
空
き
部

屋
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
き
部
屋
が

発
生
し
た
際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹

介
で
き
る
よ
う
補
充
入
居
者
募
集
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内

容
は
、広
報
き
く
ち
４
月
号（
25
ペ
ー

ジ
）
ま
た
は
菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
６
月
15
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
係
、
各
総
合
支

所
建
設
課

　

法
律
（
一
部
熊
本
県
条
例
）
で

は
、「
特
定
の
施
設
・
工
事
に
よ
る

騒
音
・
振
動
」
に
つ
い
て
、
地
域

毎
に
定
め
ら
れ
た
レ
ベ
ル
（
規
制

基
準
）
が
あ
り
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
騒
音
・
振
動
に

つ
い
て
、
ど
の
地
域
に
ど
の
レ
ベ

ル
の
規
制
基
準
を
適
用
す
る
か
に

つ
い
て
、
菊
池
市
と
の
協
議
の
上

で
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
規
制
は
、
５
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
騒
音
・

振
動
の
規
制
業
務
は
菊
池
市
が
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
見
直
し
内
容
は
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
悪
臭
に
つ
い
て
の
規
制
地
域
に

関
し
て
も
、
騒
音
・
振
動
と
同
様

に
見
直
し
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

見
直
し
後
は
熊
本
県
内
全
域
が
規

制
地
域
と
な
る
予
定
で
す
が
、
規

制
適
用
ま
で
の
猶
予
期
間
が
１
年

（
騒
音
・
振
動
は
３
年
）
と
短
い
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
に
関
わ

る
規
制
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
、
熊
本
県
に
よ
る
告
示
・
施
行

は
平
成
21
年
度
後
期
を
目
途
に
延

期
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
政
策
係

　

最
近
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
受

け
、「
底
割
れ
」
回
避
の
た
め
の

緊
急
的
経
済
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

次
の
と
お
り
中
小
企
業
の
資
金
繰

り
支
援
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
保
証
の
拡
充

• 

緊
急
保
証
の
枠
を
20
兆
円
か
ら

30
兆
円
に
ま
で
拡
大
。

• 

据
置
期
間
を
最
大
２
年
間
に
延

長
。

• 

８
、０
０
０
万
円
を
超
え
る
無
担

保
保
証
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
商
工
中
金

に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付

の
拡
充
な
ど

• 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
枠

を
10
兆
円
か
ら
15.4
兆
円
に
ま
で

拡
大
。

• 

商
工
中
金
の
危
機
対
応
業
務
は
、

0.9
兆
円
か
ら
3.3
兆
円
に
ま
で
拡

大
。

• 

無
担
保
・
無
保
証
人
融
資
の
金

利
の
引
き
下
げ
。

• 

関
連
企
業
の
倒
産
に
よ
り
経
営

に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
中
小

企
業
や
、
雇
用
の
維
持
・
確
保

に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
貸

付
金
利
の
引
き
下
げ
。

• 

元
本
返
済
猶
予
な
ど
既
往
債
務

の
条
件
変
更
に
積
極
的
に
対
応
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

定
額
給
付
金
窓
口
の
変
更

菊
池
市
営
住
宅
補
充

       

入
居
者
募
集
の
受
付

騒
音
・
振
動
の
規
制
が

　
　
　

 

見
直
さ
れ
ま
し
た

中
小
企
業
の
経
営
を

　

 

全
力
で
応
援
し
ま
す
！

　菊池市では、納税の公平性を保つため、差し押え
た家電製品や未使用の食器・日用品類を市税・国保
税の徴収のため下記日程で公売会を開催予定してい
ます。
　また、近隣市町と合同の公売会も予定しています。
購入を希望される人は是非ご参加ください。

※  詳細は開催月の広報を確認してください。
 　 また菊池市主催の公売会についてはチラシを回覧
します。

問い合わせ先　徴税課徴税係

公
共
事
業
入
札
の
公
表

入札 (開札 ) 日：平成２１年４月７日

委託業務名 履行
場所 落札者 落札額（税込） 落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込）

1 菊池市小学校施設
耐震診断業務委託

市内
一円 ㈱ライト設計

20,622,000
99.8% 10 都市

整備課20,656,000

2 菊池市庁舎耐震診
断業務委託

市内
一円 ㈱マック 11,550,000 91.1% 10 都市

整備課12,674,000

3 菊池市中学校施設
耐震診断業務委託

市内
一円

㈱浅野
建築設計事務所

10,920,000 93.3% 10 都市
整備課11,699,000

4 泗水中央線道路
改良工事 1工区

泗水町
住吉 ㈲中嶋組 14,175,000 97.8% 9 土木課14,488,000

5 津留尾足線
法面外工事

旭志
尾足 ㈱江上建設

11,445,000
97.3% 7

旭志総合
支所
建設課11,758,000

入札 ( 開札 ) 日：平成 21年４月 24日

委託業務名 履行
場所 落札者 落札額（税込） 落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込）

1 菊池市統合型
GIS 構築業務委託 隈府外 国際航業㈱

熊本営業所
135,450,000 88.1% 10 税務課

土木課153,660,000

入札 ( 開札 ) 日：平成 21年４月 30日

1 立門伊野線法面
保護工事 原 ㈱八方建設 47,250,000 95.2% 11 土木課49,641,000

市
民
税
の
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

 　
　
　
　

《
特
別
徴
収
制
度
》
が
始
ま
り
ま
す

民
税
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
め
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
納
税
方
法
を

変
更
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
税

負
担
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

実
施
時
期

　

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

平
成
21
年
度
の
市
民
税
額
の
半
分
に

つ
い
て
は
６
月
と
８
月
に
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
納
付
方
法
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
で
は
、
来

春
新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定

の
企
業
な
ど
を
対
象
に
、
新
卒
者

用
求
人
の
申
し
込
み
か
ら
選
考
、

採
用
、
受
け
入
れ
に
至
る
諸
手
続

き
な
ど
の
説
明
会
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

新
卒
者
を
雇
用
さ
れ
る
場
合
、

原
則
と
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

求
人
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
採
用

責
任
者
は
こ
の
説
明
会
を
受
講
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た

め
、
多
数
の
企
業
な
ど
か
ら
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

旭
志
新
明
区
に
お
い
て
平
成
16

年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
の
５

年
間
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活

用
し
て
公
営
住
宅
や
運
動
公
園
、

道
路
改
良
な
ど
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
制
度
に
お
け
る
事
後
評
価
の
手

続
き
を
経
て
、「
旭
志
新
明
地
区
」

に
お
け
る
事
後
評
価
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

公
表
場
所　

都
市
整
備
課
、
旭
志

総
合
支
所
建
設
課

※ 

公
表
結
果
は
、
菊
池
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
整
備
課

平
成
22
年
３
月
新
規
学
校

卒
業
者
対
象
求
人
受
理
説

明
会

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
旭
志
新
明
地
区
）
事
後

評
価
結
果
の
公
表

と　

き　

６
月
11
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
（
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ　

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
（
合
志
市
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

就
職
支
援
部
門

　

☎
（
24
）
８
６
２
６

●市県民税第１期
※口座振替を利用している人
は、６月 25日（木）に振替
を行いますので、残高の確認
をお願いします。

問い合わせ先　税務課、徴税課

６月の「税」の納期限
６月30日（火）

労働問題解決の手引き1
解雇・雇い止めの基礎知識

開催予定日 公売会名 場　　所

  ７月  ３日（金）第一回菊池市公売会 菊池市文化会館

  ８月  ８日（土）骨董品等
市町合同公売会 植木町生涯学習センター

  ９月 18日（金）市町合同公売会 合志市ヴィーブル

10月 16日（金）市町合同公売会 菊陽町図書館ホール

11月 14日（土）市町合同公売会 菊池市文化会館

12月 市町合同公売会 玉名市（場所未定）

平成 22年３月 第二回菊池市公売会 菊池市（場所未定）

平成21年度公売会のご案内

※ その他の入札結果は、菊池市ホームページおよび菊池市役所総務課で
閲覧できます。

※ 落札額が 10,000,000 円以上のものを掲載しています。

広報きくち 2009 JUNE 20広報きくち 2009 JUNE21



第３回科学の祭典in菊池

I n f o r m a t i o n

対
象
者

　

市
内
未
就
学
児
（
年
中
・
年
長

に
限
る
）

と　

き　

６
月
18
日
〜
７
月
23
日

の
毎
週
木
曜
日
で
全
６
回
、
午
後

２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ

　
　
　
　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

申
込
期
限　

６
月
15
日
（
月
）

内　

容　

水
慣
れ
、
顔
つ
け
、
も

ぐ
る
、
泳
ぐ

参
加
費　

１
、０
０
０
円

募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

指
導
員　

文
部
科
学
省
認
定
コ
ー
チ

　
　
　
　

坂
田
は
る
み

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

泗
水
分
室
教
育
課

　

菊
池
市
水
泳
協
会
で
は
、
菊
池

市
に
在
住
す
る
幼
児
か
ら
小
学
生

（
４
〜
12
歳
）
ま
で
を
対
象
に
、
水

泳
指
導
を
通
じ
て
体
力
の
向
上
と

心
身
一
体
と
な
っ
た
健
全
育
成
を

目
指
し
、
菊
池
市
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
を
開
校
し
ま
す
。

練
習
日　

火
・
土
曜
日
（
週
２
回
）

期　

間

　

６
月
２
日（
火
）〜
９
月
13
日（
日
）

練
習
時
間　

午
後
５
時
20
分
〜
午

　

教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
で
は
、

プ
ー
ル
監
視
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

○
菊
池
市
営
七
城
北
プ
ー
ル

期　

間　

７
月
18
日
（
土
）
〜
８
月

25
日
（
火
）
の
シ
フ
ト
制
（
勤
務
日

は
応
相
談
）

募
集
人
員　

６
人
程
度
（
18
歳
以
上

の
男
女
）

　

履
歴
書
を
持
参
の
上
、
６
月
30
日

（
火
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会
体

育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
体
育
課

「
水
泳
教
室
」
生
徒
募
集

菊
池
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
生
徒
募
集

プ
ー
ル
の
監
視
員
を

　
　
　
　
　

 

募
集
し
ま
す

①
「
茂
賀
の
浦
」
の
変
遷

　

縄
文
時
代
の
「
茂
賀
の
浦
」
が
海

抜
45
ｍ
ラ
イ
ン
の
湖
岸
段
丘
（
低
位

段
丘
）
で
囲
ま
れ
る
こ
と
は
、
先
月

号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
堤　

克
彦
先

生
と
の
共
同
研
究
で
判
明
し
た
。
そ

の
後
、
堤　

克
彦
先
生
に
再
度
促
さ

れ
て
弥
生
時
代
の
湖
水
の
範
囲
を
線

引
き
し
て
み
た
。
そ
れ
に
、
堤　

克

彦
先
生
か
ら
弥
生
遺
跡
を
打
ち
込
ん

で
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を
見
て
、
ま

た
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
に
は
、
弥

生
湖
「
茂
賀
の
浦
」
と
弥
生
遺
跡
が

一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。弥
生
湖「
茂

賀
の
浦
」
の
地
図
に
弥
生
遺
跡
を
打

ち
込
ん
だ
も
の
が
下
図
の
通
り
で
あ

る
。一
部
に
一
致
し
な
い
と
こ
ろ（
山

鹿
市
南
島
お
よ
び
石
付
近
）
は
、
現

在
そ
の
原
因
を
調
べ
て
い
る
が
、
地

盤
沈
下
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

②
湖
水
の
流
失

　
「
茂
賀
の
浦
」
の
水
位
と
湖
の
範

囲
は
、
山
鹿
市
志
々
岐
台
地
の
地
盤

の
動
き
と
関
連
し
て
い
る
。
現
在
の

菊
池
川
は
、
山
鹿
市
鍋
田
か
ら
志
々

岐
台
地
の
北
側
を
迂
回
し
て
流
れ
て

い
る
が
、
縄
文
時
代
は
、
鍋
田
と
涅

槃
岩
の
間
は
、
阿
蘇
火
砕
流
堆
積

物
で
塞
が
れ
て
い
て
、「
茂
賀
の
浦
」

の
溢
れ
た
水
は
、
山
鹿
市
長
岩
と
下

岩
原
を
結
ぶ
線
（
図
内
赤
線
）
を
流

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
弥
生
時
代
の
初
期
、
吉
田
川
断

層
に
よ
り
鍋
田
―
涅
槃
岩
間
の
岩
が

崩
れ
て
、「
茂
賀
の
浦
」
の
水
が
ド
ッ

と
流
れ
出
し
始
め
た
。（
健
磐
龍
尊

の
蹴
破
伝
説
が
あ
る
）

　

水
が
引
く
と
、
菊
池
盆
地
は
、
稲

作
の
条
件
を
備
え
た
絶
好
の
開
発
地

域
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
陸
の
稲

作
文
明
を
携
え
た
移
動
民
は
、
菊
池

盆
地
の
広
大
な
湿
地
風
景
に
感
動
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
文
責
）
熊
本
地
学
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原　

英

正
面
に
向
き
合
う
様
子
に
接
し
、
自

分
が
井
の
中
の
蛙
に
思
え
た
。
ま
わ

り
の
し
が
ら
み
に
流
さ
れ
、
固
定
観

念
に
縛
ら
れ
、
何
の
疑
い
も
な
く
暮

ら
し
て
き
て
、
人
権
感
覚
の
カ
ケ
ラ

も
無
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

現
実
に
目
を
向
け
る
と
格
差
社
会

が
広
が
り
、
人
々
の
不
平
不
満
が
社

会
的
弱
者
に
向
け
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
、
弱
者
切
捨
て
、
人
権

侵
害
、
差
別
事
象
が
後
を
絶
た
な
い

中
、
自
分
と
無
関
係
を
装
う
こ
と
が

差
別
を
残
す
原
因
に
思
え
て
な
ら
な

い
。
権
利
は
声
に
し
て
い
か
な
い
と

社
会
も
人
も
現
状
は
変
ら
な
い
。
口

先
で
は
正
義
感
の
塊
の
よ
う
な
人

が
、
自
分
の
こ
と
に
な
る
と
正
義
も

常
識
も
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
事
が

少
な
く
な
い
。
口
先
だ
け
の
ポ
ー
ズ

が
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を

遅
ら
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
正
義
感
ま

で
ゆ
が
め
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
差

別
は
罪
悪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
誰

で
も
言
え
る
が
、
中
途
半
端
の
理
解

は
差
別
の
予
備
軍
に
思
え
て
な
ら
な

い
。
物
事
を
理
解
し
認
識
す
る
こ
と

は
意
識
の
変
革
と
行
動
が
伴
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

人
権
問
題
は
見
よ
う
と
し
な
け
れ

ば
見
え
な
い
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

話
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
何
よ
り
の

学
習
に
思
え
る
。
学
習
し
な
い
と
差

別
は
見
え
な
い
し
、
差
別
が
い
か
な

る
こ
と
か
も
分
か
ら
な
い
。
学
習
し

て
こ
そ
、
様
々
な
潜
在
的
人
権
問
題

人
権
教
育
に
向
き
合
っ
て

　
「
平
和
の
無
い
と
こ
ろ
に
は
人
権

は
無
く
、
人
権
の
無
い
と
こ
ろ
に
は

平
和
は
無
い
」
と
い
う
こ
と
が
世
界

の
共
通
認
識
で
あ
る
。
我
々
は
日
本

国
憲
法
の
精
神
を
守
り
、
守
ら
れ
て

こ
そ
社
会
の
秩
序
が
守
ら
れ
、
安
心

し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
が
、
身
の
ま

わ
り
に
は
規
範
意
識
の
欠
如
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
無
視
、
人
権
侵
害
な

ど
の
ル
ー
ル
違
反
行
為
が
後
を
絶
た

な
い
。

　

中
で
も
日
本
固
有
の
同
和
問
題

は
、
解
決
の
方
向
に
あ
る
も
の
の
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
人
は
生
活

環
境
の
中
で
育
ち
が
あ
り
、
無
意
識

の
う
ち
に
人
の
噂
話
を
鵜
呑
み
に
し

た
り
、
外
見
で
決
め
つ
け
た
り
す
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
予
断
と
偏
見

が
言
葉
、
行
動
、
態
度
に
表
れ
、
大

変
な
間
違
い
を
し
た
り
、
人
を
深
く

傷
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
踏

み
つ
け
ら
れ
た
人
は
深
く
傷
つ
き
一

生
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
行
政
、
学
校
、
そ
し

て
地
域
の
人
た
ち
か
ら
の
、
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
の
話
に
耳
を
傾
け
て

き
た
。皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
対
し
て
真

の
実
態
が
見
え
て
く
る
と
実
感
し

た
。
そ
し
て
差
別
が
見
え
な
い
無
知

ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
と
思
え

た
。

　

人
権
教
育
は
人
間
の
蛮
性
を
打
ち

砕
き
、
人
間
性
を
育
む
人
づ
く
り
で

あ
る
。
人
は
一
人
一
人
違
っ
て
当
た

り
前
で
あ
り
、
違
い
を
認
め
合
い
、

人
と
人
の
間
に
垣
根
の
無
い
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
人
権
教
育
に
こ
だ
わ
っ
て
い

き
た
い
し
、
こ
れ
ま
で
人
権
教
育
に

向
き
合
え
た
こ
と
を
、
私
は
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。

　

西
洋
の
言
葉
に
「
固
定
観
念
に
縛

ら
れ
た
人
は
こ
こ
ろ
の
錆
で
あ
る
」

と
あ
り
、
過
去
に
縛
ら
れ
た
生
き
方

は
哀
れ
な
生
き
方
に
思
え
る
。
人
権

教
育
は
こ
こ
ろ
の
洗
濯
、
不
安
か
ら

解
放
に
繋
が
り
、
自
己
確
立
、
自
己

防
衛
の
生
き
方
を
目
指
す
人
間
が
人

間
で
あ
る
た
め
の
人
間
教
育
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

前
地
域
人
権
教
育
指
導
員

松
永
親
之

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
49

弥
生
湖

「
茂
賀
の
浦
」

古
代
湖「
茂
賀
の
浦
」と
菊
池

シ
リ
ー
ズ
③

弥生湖「茂賀の湖」

　菊池の子どもたちへ科学・理科のおもしろさや楽し
さを広めるため、園児、小中学生を対象とした科学の
祭典を開催します。
　おもしろい実験やスライムなど作って遊べるおも
ちゃをたくさん用意しています。
と　き　７月 19日（日）午前 10時～午後３時
ところ　菊池体育センター（旧勤労者体育館）
問い合わせ先　隈府小学校（川田）☎（25）2197

名称 菊池市営菊池プール 菊池市泗水Ｂ＆Ｇ
海洋センタープール

菊池市旭志Ｂ＆Ｇ
海洋センタープール

期間 ６月１日（月）
　～９月 13日（日）

６月２日（火）
　～９月 15日（火）
夜間は７月１日（水）～

６月２日（火）
　～９月 15日（火）

開
場
時
間

午前 午前９時～正午 午前９時～正午 午前９時～正午

午後 午後１時～午後６時 午後１時～午後５時 午後１時～午後５時

夜間 × 午後６時～午後９時 午後６時～午後９時

休館日

なし　ただし、夏休み
の期間中以外の月～金
の小学生の入場は保護
者の同伴が必要

夏休み期間中休館日なし
上記以外毎週月曜・第３
日曜

毎週月曜

問い合わせ先 社会体育課
☎（25）7234

泗水分室教育課
☎（38）2258

旭志分室教育課
☎（37）3111

※講座開設のため使用できない時間帯があります。詳しくは、各問い合わせ先で確認してください。

後
６
時
30
分

練
習
場
所　

菊
池
市
営
菊
池
プ
ー

ル月
会
費　

　

一
人
３
、０
０
０
円
（
兄
弟
姉
妹

は
２
人
で
５
、０
０
０
円
）

※
ス
ポ
ー
ツ
障
害
保
険
と
し
て
入

会
時
に
一
人
５
０
０
円
を
別
に
徴

収
し
ま
す
。

指
導
者　

菊
池
市
水
泳
協
会
員

申
込
先

　

菊
池
市
営
菊
池
プ
ー
ル
内
の
菊

池
市
水
泳
協
会
事
務
所

●
ス
ク
ー
ル
指
導
員
募
集

　

老
若
男
女
・
経
歴
を
問
わ
ず
、
生

徒
を
指
導
で
き
る
指
導
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
指
導
内
容
は
協
会
指

導
員
が
懇
切
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

菊
池
市
水
泳
協
会

和
田

☎
０
８
０
（
５
２
０
２
）
４
７
５
４

桟
敷
野

☎
０
８
０
（
６
６
３
４
）
２
１
６
７
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I n f o r m a t i o n

　

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き
、
健
康

の
保
持
増
進
を
図
り
ま
せ
ん
か
？

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

で
は
、
市
民
の
親
睦
、
融
和
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き

　

７
月
４
日
（
土
）

　

午
後
６
時
50
分
開
会

と
こ
ろ　

菊
池
市
総
合
体
育
館

種　

目　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

今
年
度
も
「
子
ど
も
の
ゆ
め
基

金
助
成
活
動
」
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

　

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
絵
本
や

本
に
親
し
み
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
い
っ

ぱ
い
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。
今
年
度

も
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き

第
２
回　

６
月
20
日
（
土
）

第
３
回　

７
月
18
日
（
土
）

第
４
回　

９
月
19
日
（
土
）

第
５
回　

10
月
17
日
（
土
）

第
６
回　

11
月
21
日
（
土
）

第
７
回　

12
月
19
日
（
土
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

白
ゆ
り
ゆ
め
広
場

　
（
立
町
・
三
木
誠
文
堂
跡
）

内　

容

　

読
み
聞
か
せ
、
絵
本
づ
く
り

問
い
合
わ
せ
先

　

白
ゆ
り
グ
ル
ー
プ
（
安
武
）

　

☎
（
25
）
０
９
５
４

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会　

夏
季
大
会

　
　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

読
み
聞
か
せ

白
ゆ
り
ゆ
め
広
場

参
加
者
募
集

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
募
集

対　

象　

小
学
１
年
生
〜
６
年
生

ま
で
の
男
子
児
童

練
習
日　

水
・
土
曜
（
毎
週
２
回
）

場　

所　

菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー
ほ
か

時　

間　

午
後
６
時
30
分

〜
午
後
８
時
30
分

月
会
費　

一
人
１
、０
０
０
円

最
近
の
成
績

２
月
の
新
人
戦
（
熊
本
県
２
位
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

ジ
ュ
ニ
ア
部
会
（
山
口
）　

　

☎
０
９
０（
９
５
８
６
）０
２
４
４

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
募
集

　

九
州
小
学
生
女
子
大
会
（
８
月
天

草
市
）、
全
日
本
小
学
生
女
子
大
会

（
平
成
22
年
３
月
菊
池
市
）
を
目
指

そ
う
！！

対　

象　

菊
池
市
内
の
小
学
１
年
生

〜
６
年
生
の
女
子
児
童
（
中
学
生
も

可
）

練
習
日　

月
・
火
曜
（
週
２
回
）

場　

所　

　

菊
池
市
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

月
会
費　

一
人
３
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

き
く
ち
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
本
城
）

　

☎
（
25
）
０
８
８
７

「
弓
道
教
室
」
参
加
者
募
集

練
習
日　

　

６
月
11
日
（
木
）〜
８
月
６
日

（
木
）（
火
・
木
・
土
曜
）

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

場　

所　

菊
池
市
営
弓
道
場

対
象
者

　

20
歳
〜
70
歳
ま
で
の
男
女

参
加
費

　

加
入
申
込
料
１
、０
０
０
円
、

　

月
謝
１
、５
０
０
円

※
弓
道
教
本
１
、２
２
０
円
が
別

途
必
要
に
な
り
ま
す
。

指
導
者　

菊
池
弓
道
協
会

申
込
期
限　

６
月
９
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
弓
道
協
会
（
宮
川
）

　

☎
（
24
）
１
９
２
７

菊
池
地
区
雲
上
太
鼓
子
ど
も
教
室

参
加
者
募
集

対　

象

　

小
学
４
年
生
〜
６
年
生
（
20
人

程
度
）

期　

間　

６
月
〜
１
月（
全
25
回
）、

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
30
分

場　

所

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ

指
導
者　

菊
池
雲
上
太
鼓
メ
ン
バ
ー

※
時
間
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
都

合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
観
光
協
会
（
岩
永
）

　

☎
（
25
）
０
５
１
３

菊
池
市
少
年
少
女
合
唱
団
団
員
募
集

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、
気

軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　

菊
池
市
在
住
ま
た
は
菊
池
市
内

の
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
（
小
学
１
年
生
〜
高
校
３
年

生
の
男
女
）

練
習
日　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
４
時
〜
午
後
６
時

場　

所　

文
化
会
館

月
会
費　

一
人
１
、５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
少
年
少
女
合
唱
団
事
務

局
（
原
本
）

　

☎
（
27
）
０
６
５
０

　

☎
０
９
０（
３
６
６
６
）８
８
０
５

主な助成事業
（１）熊本～ソウル線または熊本～台湾間のチャーター便を利用
する 10人以上の団体に、1人当たり 5,000 円を助成します。
（２）スポーツ・文化交流助成事業
長期にわたり継続的に韓国の団体とスポーツ・文化交流を行う
団体に、交流に係る経費の一部を助成します。
熊本～ソウル線 20万人突破キャンペーン（7月 30日まで）
（１）熊本県産品などを抽選でプレゼント
熊本～ソウル線の搭乗半券1枚を1口として応募してください。
賞品例：ホテルニューオータニ熊本宿泊券、熊本～神戸線往復
航空券、各市町村特産品など
（２）熊本～ソウル線利用で空港駐車場料金を半額にします
（1日 400円、先着 500台限定）
問い合わせ先
阿蘇くまもと空港国際線振興協議会事務局
（熊本県交通対策総室内）
☎ 096（333）2165

　ここは市民の皆さんと作り上げる場です。
　あなたの身近な出来事、紹介したい事などを掲載します。
　掲載を希望する人は、はがきやメールなどに住所、氏名、電話番号、掲載を希望する内容を記入の上、菊池市役所企
画振興課へ申し込んでください。
　ひとつの投稿につき、14文字× 17行までの掲載となります。また、写真などの掲載も可能です。
　投稿は随時募集していますが、編集の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。
　詳細についてはお問い合わせください。

問い合わせ先　企画振興課広報統計係
メールアドレス kouhou@city.kikuchi.lg.jp

熊本～ソウル線を利用して
お隣の韓国へ行こう！

熊本～ソウル線を利用して
お隣の韓国へ行こう！

　

皆
さ
ん
の
お
家
で
は
、
地
デ
ジ
の

準
備
は
進
ん
で
い
ま
す
か
？

　

ま
だ
準
備
が
で
き
て
い
な
い
人
ま

た
は
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
人
を
対

象
に
地
デ
ジ
に
関
す
る
説
明
・
相
談

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
是

非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※ 

当
日
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な

り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

　

熊
本
県
で
は
、
就
職
希
望
者
の

た
め
の
「
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容　

①
適
職
相
談
②
面
接

対
策
③
履
歴
書
等
作
成
法
④
就
職

活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
原
因
を

考
え
た
い
な
ど

場　

所

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

利
用
方
法

　

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
会
館
パ
レ

ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
２
２
２
４

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
本
郵
便
か

ら
、
５
月
下
旬
頃
、
全
世
帯
に
郵
送

し
て
い
ま
す
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
を
ご
覧

下
さ
い
。

　

な
お
、
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
に
は
、
説

明
・
相
談
会
に
参
加
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、
戸
別
訪
問
の
申
込
書
も
同

封
し
て
い
ま
す
。ご
希
望
の
場
合
は
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

菊
池
市
役
所
総
務
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６
（
３
２
５
）
６
２
５
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
　
　
　
　

 

説
明
会
開
催

放
送
大
学

10
月
生
募
集

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
実
施
中
！

チ
ー
ム
編
成

○
男
子
の
部

　

49
歳
以
下
・
50
歳
以
上

○
女
子
の
部

　

39
歳
以
下
・
40
歳
〜
49
歳
・
50
歳

　

以
上

○
男
女
の
部

　

60
歳
以
上(

女
性
チ
ー
ム
に
ハ
ン

デ
ィ
を
与
え
る)

※
男
子
の
部
に
女
子
の
参
加
は
可
と

す
る
。

参
加
資
格

　

菊
池
市
内
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務

す
る
人
。
た
だ
し
、
学
生
は
除
く
。

参
加
費

　

１
チ
ー
ム
１
、５
０
０
円

※
た
だ
し
、
参
加
す
る
に
は
協
会
の

登
録
が
必
要
で
す
。

（
登
録
料
１
、０
０
０
円
）

申
込
方
法

　

各
支
部
の
事
務
局
で
、
６
月
26
日

（
金
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
旭
志

分
室
、
泗
水
分
室
、
旭
志
体
育
館
、

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
な
ど
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

•  

菊
池
支
部
（
松
本
）

　

☎
０
９
０(

１
１
６
２)

７
５
５
７                                                             

•
旭
志
支
部
（
安
武
）　　
　
　
　

　

☎(

37)

２
２
６
２　
　
　
　

•
泗
水
支
部(

服
部
）

　

☎(

38)

３
８
８
５　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

地デジ説明会　会場一覧
それぞれの説明会では、可能な限り個別の相談にも応じます。
会場 開催日 定員 午前 午後１ 午後２ 夜間

菊池市中央公民館
大研修室

６月 25日 ( 木 ) 60 人 － 14:00 ～ 16:00 ～ 18:30 ～
　　26日 ( 金 ) 60 人 10:00 ～ 14:00 ～ 16:00 ～ －
　　27日 ( 土 ) 60 人 － 14:00 ～ 16:00 ～ 18:30 ～
　　28日 ( 日 ) 60 人 10:00 ～ 14:00 ～ 16:00 ～ －

七城公民館
視聴覚室

６月22日 ( 月 ) 50 人 10:00 ～ 14:00 ～ 16:00 ～ －
　　23日 ( 火 ) 50 人 10:00 ～ 14:00 ～ 16:00 ～ －

泗水公民館
大研修室

６月23日 ( 火 ) 50 人 10:00 ～ 14:00 ～ 16:00 ～ －
　　24日 ( 水 ) 50 人 10:00 ～ 14:00 ～ 16:00 ～ －

旭志公民館
大研修室

６月25日 ( 木 ) 50 人 10:00 ～ 14:00 ～ 16:00 ～ －
　　26日 ( 金 ) 50 人 10:00 ～ 14:00 ～ 16:00 ～ －

市民の広場

「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」出

演

　

瀬
上
祐
輝
く
ん
（　
　

上
赤
星
）

が
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
、

映
画
「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
で
主
人
公
の
小
学
生
時
代
を

演
じ
て
い
ま
す
。

投
稿
者
か
ら

　

孫
が
頑
張
っ
て
演
じ
て
い
る
姿

を
、
是
非
皆
さ
ん
も
見
て
く
だ
さ

い
。

潤
井
幹
弘
さ
ん
・
ミ
サ
子
さ
ん

（　
　

大
琳
寺
）

菊菊
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経済センサスにご協力をお願いします！

I n f o r m a t i o n

　来年１月にある成人式式典の企画・運営・進行などを
行う実行委員を募集します。自分たちの成人式を、自分
たちの手で作り上げてみませんか？
　意欲に満ちた皆さんの参加をお待ちしています。
対象者
○平成 21年度成人式参加対象（平成元年４月２日～平
成２年４月１日生まれ）で菊池市居住者または菊池市出
身者
○実行委員会議と成人式当日に出席できる人
募集人員　20人程度
※応募多数の場合は、選考により決定します。
募集期限　６月 30日（火）
申込方法　電話または電子メールで申し込んでくださ
い。
※申し込みの際、住所･氏名･電話番号をご連絡ください。
問い合わせ・申込先
〒 861-1392（住所記載不要）
生涯学習課「成人式実行委員募集」係　
メールアドレス　shakaikyouiku@city.kikuchi.lg.jp

　経済センサスー基礎調査を７月１日現在で行います。この調査は、

すべての事業所および企業が対象となり、「調査員証」を

携帯している調査員がお伺いします。

　なお、調査の対象となる事業所および企業には、統計法

により調査への申告が義務付けられています。また、調査員をはじめとする調査関係者

には、統計法に基づく守秘義務があり、調査内容の秘密は厳守されます。調査した内容も、

統計を作るためのみに使用するもので、その他の目的に使用することは固く禁じられて

います。調査へのご協力をお願いします。

問い合わせ先　企画振興課広報統計係

　国際 B級を誇る菊池市斑蛇口湖ボート場を舞台に、
第７回全日本ジュニアボート選手権大会が行われます。
男子と女子の選手合計 156 名が、シングルスカル（一
人乗りボート）で 2,000 ｍ競技の熱戦を繰り広げます。
　上位入賞者は、フランスで開催される世界ジュニア選
手権大会に日本代表選手として参加します。菊池から世
界を目指す選手へ、皆さんのご声援をお願いします。

と　き
６月 11日（木）
開会式
６月 12日（金）
予選・敗者復活
６月 13日（土）
準決勝・順位決定
６月 14日（日）
決勝
ところ　菊池市斑蛇口湖ボート場
問い合わせ先　社会体育課

｢菊池から世界へ｣
第７回全日本ジュニア

ボート選手権大会が開催されます

菊池市成人式 実行委員募集

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
事
業
費
と
し
て
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。  

 

（
敬
称
略
）

４
月
30
日
（
木
）
現
在

香
典
返
し
寄
付

菊
池
本
所

亘　
　
　
　

渡わ
た
な
べ邊　

和か

ず

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

康こ
う

助す
け　

78
歳
）

柿
木
平　
　

吉き

ら良　

春は

る

お男

（
亡
母　
　
　

  　

カ
ズ
エ　

83
歳
）

太　

田　
　

清し

み

ず水　

謙け

ん

ご吾

（
亡
母　
　
　

  　
　

敏と

し

こ子　

81
歳
）

袈
裟
尾　
　

仁に

き木  　

一
は
じ
め

（
亡
本
人　
　

 　
　
　

一
は
じ
め　

 

94
歳
）

玉
祥
寺　
　

宮み
や
き木　

誠せ

い

じ二

（
亡
父　
　
　
　

　

善よ
し

秋あ
き   

10 1
歳
）

立　

石　
　

赤あ
か
ほ
し星

エ
イ
コ

（
亡
姉　
　

  

田た

な

か中
ハ
ル
コ　

92
歳
）

上　

町　
　

大お
お
つ
か塚

加か

千ち

よ代　

（
亡
夫　
　
　
　
　

  

崧
し
ょ
う

市い
ち　

77
歳
）

立　

町　
　

森も
り　

 

興お
き
つ
ぐ亜

（
亡
母　
　
　
　

  

サ
カ
エ　

98
歳
）

亘　
　
　
　

立た
て
や
ま山

由ゆ

き

こ

紀
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

  

昌ま
さ

明あ
き　

56
歳
）

茂
藤
里　
　

城じ
ょ
う   

辰た
つ
く
ろ
う

九
郎

（
亡
母　
　
　
　

 

ハ
ル
ミ    

101
歳
）

西
正
観
寺　

岩い
わ
し
た下

ノ
リ
エ

（
亡
夫　
　
　
　

 　

 

一い
っ
せ
い誠　

83
歳
）

古　

川　
　

後ご

と

う藤　

誠せ
い
い
ち一

（
亡
母　
　
　
　

  

マ
ツ
子こ　

93
歳
）

高
野
瀬　
　

宮み

や

き木   　

稔
み
の
る

（
亡
母　
　
　
　

シ
ズ
エ   

96
歳
）

遊
蛇
口　
　

北き
た
ざ
と里

ト
シ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　

  　

幸こ

う

し司　

65
歳
）

東
正
観
寺　

森も
り
や
ま山　

荒あ

ら

き喜

（
亡
子　
　
　

  　

ひ
ろ
子こ　

50
歳
）

玉
祥
寺　
　

平ひ
ら
や
ま山　

寅と
ら
つ
ぐ告

（
亡
子　
　
　
　

  　

智と

も

こ子　

46
歳
）

七
城
支
所　

下
水
次　
　

廣ひ
ろ

松ま
つ　

義よ
し

明あ
き

（
亡
母　
　
　
　

  

オ
エ
ミ　

86
歳
）

間　

所　
　

園そ
の

木き　

洋よ

う

じ二　
　
　

（
亡
母　
　
　
　
　
　

瑞み

ず

こ子　

84
歳
）

梶　

迫　
　

德と
く

永な
が　

信の
ぶ

惠え　
　
　

（
亡
子　
　

 　
　
　

  

次つ

ぐ

お男　

58
歳
）

加　

恵　
　

栗く
り
は
ら原　

康や
す

敏と
し

（
亡
父　
　
　
　
　
　

三さ
ぶ
ろ
う郎　

95
歳
）

梶　

迫　
　

小お

が

わ川　

一い
ち
ろ
う郎　

　
　

（
亡
父 　
　

 　
　

 　

武た
け
み
つ光　

86
歳
）

加　

恵　
　

阪さ
か
も
と本　

典の

り

こ子

（
亡
母　
　
　

中な
か
む
ら村

マ
サ
コ　

96
歳
）

羽
根
木　
　

古ふ

る

た田
ヨ
シ
ノ　

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

義よ
し
の
ぶ信　

82
歳
）

菰　

入　
　

本ほ

ん

だ田　

寿ひ
さ

勇を

（
亡
母　
　

　
　
　

織お

り

こ子　

97
歳
）

加　

恵　
　

赤あ
か
ほ
し星　

幸ゆ
き

典の
り

（
亡
父　
　
　
　
　
　

大た
い
す
け典　

81
歳
）

旭
志
支
所

川　

下　
　

青あ

お

き木　

悦え
つ

朗ろ
う

（
亡
父　
　
　
　
　
　

逸い

つ

と人　

84
歳
）

伊　

坂　
　

清し

み

ず水　

幸ゆ
き
の
り則

（
亡
母　
　

　
　

 　

朔つ

い

こ子  

84
歳
）

妻　

越　
　

山や

ま

だ田　

勝か
つ
ろ
う郎

（
亡
妻　
　
　
　
　
　

洋よ

う

こ子　

49
歳
）

平　
　
　
　

森も
り　

キ
ヌ
エ

（
亡
夫　
　
　
　

 　

    

亨と
お
る

　

 

86
歳
）

泗
水
支
所

合
志
市　
　

田た

し

ろ代
ミ
サ
子こ

（
亡
母　
　
　
　

  

ト
チ
エ　

 

103
歳
）

桜
山
七　
　
加か

が

や

ま

々
山
由ゆ

き

こ

記
子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

典の
り
ゆ
き之　

69
歳
）

熊
本
市　
　

大お
お
ば
や
し林　

憲の
り

昭あ
き

（
亡
父　
　
　
　
　
　

幸こ
う

介す
け　

85
歳
）

6月21日
(日)

河野内科クリニック
(内・呼・ア・消・循・小 ) 菊陽町 096（233）1717

西合志病院 (内 ) 合志市 096（242）2745

菊池中央病院 (外・整・放・内 ) 菊池市 （25）3141

かつき皮膚科医院 (皮 ) 菊池市 （24）5500

城歯科医院 合志市 096（248）6464

6月28日
（日）

武蔵しもむら医院 (内・小・ア ) 菊陽町 096（339）7561

大森医院 (内・麻 ) 合志市 096（248）0003
岸病院
(外・整・麻・内・呼・循 ) 菊池市 （38）2750

岡山眼科 (眼 ) 菊池市 （25）2209

北川歯科医院 菊陽町 096（232）4418

7月5日
（日）

矢野医院 (外・内・胃・放 ) 菊陽町 096（232）5266

山岡胃腸科内科 (内・胃・消・肛 ) 合志市 096（248）9001

後藤整形外科医院 (整 ) 菊池市 （25）2906

木庭耳鼻咽喉科医院 (ア・耳 ) 菊池市 （24）2551

原賀歯科医院 菊池市 （25）0202

6月7日
(日)

よしもと小児科 (小・ア・内 ) 菊陽町 096（233）2520
隈部医院(内・消・胃・呼・放) 菊池市 （25）2851
森本整形外科医院
(整・リハ・形・リウ ) 合志市 096（242）2231

まつもと耳鼻咽喉科医院 (耳 ) 菊池市 （23）6111
永田歯科医院 大津町 096（293）0588

6月14日
(日)

古川医院 (内・小・外・耳 ) 菊陽町 096（232）1566
髙木医院 (内 ) 菊池市 （25）2532
城間クリニック (整・リハ ) 菊池市 （25）2506
いのうえ眼科 (眼 ) 合志市 096（344）1311
なかがわ歯科医院 菊陽町 096（232）4755

本紙に掲載中の「ハッピー・バースデー」では、平成22年３月までに誕生日を迎える３歳までの子
どもさんの写真を募集しています。随時募集していますが、誕生月の掲載になりますので、誕生月
の前月５日（５日が休日の場合は前日）を締切日とします。掲載を希望する人は、写真にコメント
を添えて、菊池市役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し込んでください（写真は後日持参
でも可）。

  村
むらかみ

上　龍
りゅうき

騎くん
（2歳 ○七　間所）
  父：和寿さん　母：光恵さん

  中
なかしま

嶋　遼
はるか

くん
（2歳 ○泗　富の原一）
  父：大樹さん　母：美佐子さん

  戸
と だ

田　麻
ま ゆ

友ちゃん
（3歳 ○菊　東原）
 父：平さん　母：博美さん

  野
の ぐ ち

口　侑
ゆ う が

雅くん
（2歳 ○旭　新明団地）
  父：信愛さん　母：郁美さん

  徳
とくなが

永　陽
は る か

花ちゃん
（３歳 ○泗　富の原西）
  父：裕樹さん　母：琴美さん

  中
なかはら

原　煌
き ら り

莉ちゃん
（3歳 ○泗　富の原一）
  父：健さん　母：真理さん

  中
なかしま

島　望
み ら い

来くん
（1歳 ○泗　富の原中央）
  父：健一さん　母：里花さん

て
つ
、
い
っ
ぱ
い
遊

ん
で
や
る
ぞ
ー
！！

パ
パ
の
モ
ノ
マ
ネ
が

得
意
だ
よ
！！

一
希
兄
さ
ん
と
い
っ

ぱ
い
遊
ん
で
ま
ー

す
。

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、畑

で
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う

ね
♥

歩
ち
ゃ
ん
、
彩
花

ち
ゃ
ん
、
い
っ
ぱ
い

遊
ぼ
う
ね
♥

保
育
園
楽
し
い

な
ぁ
〜
♥

お
姉
ち
ゃ
ん
、
大
好

き
で
す
！！

H19年
6月17日
生まれ

H19年
6月4日
生まれ

H18年
6月15日
生まれ

H19年
6月22日
生まれ

H18年
6月24日
生まれ

H18年
6月5日
生まれ

H20年
6月19日
生まれ

※ 休日在宅当番医は変更されることがあります。

休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報センター（菊池広域

連合消防本部）☎096（232）9331に問い合わせてください。

休日在宅当番医

●
部
長
級

▼
総
務
部
長　

緒
方
希
八
郎
（
同
部

長
兼
職
員
課
長
事
務
取
扱
）

●
課
長
級

▼
総
務
部
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長　

山
田
浩
文
（
同
部

同
課
長
兼
安
全
対
策
課
長
兼
同
局

長
）

▼
同
部
職
員
課
長　

宮
本
啓
一
（
企

画
部
国
際
交
流
課
長
）

▼
同
部
安
全
対
策
課
長　

山
内
理
至

（
市
民
部
子
育
て
支
援
課
長
）

▼
企
画
部
国
際
交
流
課
長

今
坂
康
雄
（
総
務
部
総
務
課
総
務
審

議
員
監
理
係
長
事
務
取
扱
）

▼
市
民
部
子
育
て
支
援
課
長
兼
保
育

園
管
理
室
長　

原　

誠
也
（
同
部
同

室
長
）

▼
同
部
環
境
課
総
務
審
議
員
環
境
政

策
担
当　

宮
本
健
吾
（
同
部
同
課
課

長
補
佐
同
担
当
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
体
育
課

総
務
審
議
員　

緒
方
浩
一
（
同
局
同

課
課
長
補
佐
同
係
長
事
務
取
扱
）

●
課
長
補
佐
級

▼
総
務
部
総
務
課
課
長
補
佐
監
理
係

長
事
務
取
扱　

中
川
正
已
（
同
部
税

務
課
課
長
補
佐
泗
水
総
合
支
所
税
務

出
張
所
担
当
兼
徴
税
課
課
長
補
佐
）

●
係
長
級

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
体
育
課

社
会
体
育
係
長　

吉
田　

武
（
総
務

部
総
務
課
総
務
係
長
）

職
員
人
事
異
動
（
５
月
１
日

付
・
係
長
級
以
上
）
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